
係長 担当副課長課長 課員

図面番号 図面番号図面名称 図面名称

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書４

Ｂ－００１

Ｂ－００２

Ｂ－００３

Ｂ－００４

Ｂ－００５

Ｂ－００６

Ｂ－００７

Ｂ－００８

Ｂ－００９

Ｂ－０１０

Ｂ－０１１

Ｂ－０１２

Ｂ－０１３

Ｂ－０１４

Ｂ－０１５

Ｂ－０１６

Ｂ－０１７

Ｂ－０１８

Ｂ－０１９

特記仕様書５

課長補佐 主査兼係長

Ｂ－０００

付近見取図・全体配置図 １／８００

Ｅ－００１

Ｅ－００２

Ｅ－００３

分電盤結線図・照明器具姿図

Ｅ－００４

Ｅ－００５

Ｐ－００１

Ｐ－００２

Ｐ－００３

Ｐ－００４

Ｅ－００６

電灯設備図－平面詳細図（改修前） １／３０

電灯設備図－平面詳細図（改修後） １／３０

コンセント設備図－平面詳細図（改修前） １／３０

コンセント設備図－平面詳細図（改修後） １／３０

衛生器具リスト表

衛生設備図－平面詳細図（改修前）　１／３０

衛生設備図－平面詳細図（改修後）　１／３０

改修前平面詳細図  １／３０

改修後平面詳細図  １／３０

矩計図１ （改修前）１／３０

矩計図２ （改修前）１／３０

矩計図１ （改修後）１／３０

矩計図２ （改修後）１／３０

展開図 （改修前）１／５０

展開図 （改修後）１／５０

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

外部仕上表・立面図 １／１００　サイン図 １／１５

概略工程表（参考）

配置図　支障物件確認図　仮設計画図  １／２００

　　　　　　　　　　　　　　仮設計画図　１／１００
内部仕上表・平面図(改修前・改修後) 支障物件確認図

天井伏図 （改修前・改修後）・床伏図　１／６０

建具表 （改修前・改修後）・幼児用手洗器前出しＢＯＸ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １／５０

電気工事仕様書

管工事仕様書



工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古１番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

設　　計

図面名称
Ｂ－０００

共通

建築工事

電気工事

管工事

打合せ

承認等

施工計画

仮設工事

撤去工事

施工計画

電気工事

施工計画

管工事

年

月

立会

調査

調査

施工計画

仮設計画・設置

施工図作成

完了手続

完了手続

建具等発注 壁・天井仕上

施工図承認

打合 打合 打合 打合

検査

完了手続打合 打合 打合

打合 打合 打合

打合 打合

施工計画

調査 打合施工計画

施工図作成 資材等発注

器具撤去

施工図作成 資材等発注

器具撤去

打合

概略工程表（参考）

１ヶ月目 ２ヶ月目 ３ヶ月目 ４ヶ月目

内装工事

電気配管配線

配管工事

器具取付

器具取付 既存接続

既存接続

美装

調整

調整

床開口閉塞

内装・建具撤去

床・巾木仕上

建具取付

塗装

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事
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5.  工事区分

4.  工事種目
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項　　　目

I. 工事概要

項　　　目

　
１
 
章
　
　
改
　
修
　
一
 
 
般
　
共
　
通
　
事
　
項

II. 建築工事仕様書

特　　記　　事　　項

　よる.

◎図面及び特記仕様に記載されていない事項は, すべて国土交通大臣官房官庁営繕部監修の下記に

◎本工事のうち電気工事及び管工事について, 下請業者を使用する場合は, 工事の施工に十分な能力と経験

　を有したものを選定すること. 

　①公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版(以下「改標仕」という. )

　②公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)(以下「標仕」という.)

　③公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)

　④公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)

◎設計図書の優先順位は，次の順とする. 

　(1) 質問回答書((2)から(5)に対するもの)　

　(2) 補足説明書

　(3) 特記仕様書

　(4) 図面

　(5) 公共建築改修工事標準仕様書(平成31年版)等

1.　適用基準等

　なお, 同規程に基づき指定された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は,監督員と協議する. 

  ただし, 騒音規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする.

◎本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定(国土交通省告示 平成

　13年4月9日改正)」に基づき指定された建設機械を使用するものとする. 

　現場代理人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程  に基づき指定された建設

　機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする.

  ただし, 同規程に記載されていない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない.

◎本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領(平成3.10.8 建設省経機発第249号

  最終改正 平成14.4.1 国総施第225号)」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械とする. ただし, 

　排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出

　ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査証明事業, 

　あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着

◎本工事で使用する建設機械(労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機械)は, 1年

　以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書(検査記録表)のコピーを使用工種

　の施工計画書に添付し提出すること. 

　することで排出ガス対策型建設機械と同等とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものと

　する. なお, 排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現

　とする.

　場代理人は施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するもの

  ・本工事は, 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に

    一級又は二級の検定合格警備員の配置が( 義務付けられている ・ 義務付けられていない ).

◎受注者は, 本工事の一部を下請に付する場合には, 徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先し

  ・警備業法を遵守するとともに, 受注者は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件

    の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること. 

  ・配置された検定合格警備員は, 業務に従事している間は合格証明書を携帯し，かつ，監督員等の請求が

　　あるときは，これを提示すること. 

  ・受注者は，発注者が行う交通誘導警備員勤務実績調査の実施に協力しなければならない．また，対象工

　　二次以降の下請負人を含む。)も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

  ・受注者は, 「交通誘導警備員勤務実績報告書」を作成し, 勤務実績が確認できる資料(勤務伝票の写し)

    とともに, 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない. 

  由書を事前に監督員に提出しなければならない. 

　徳島県内に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した理

  て選定するように努めなければならない. なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，

◎施工図, 現寸図, 見本等は, 監督員の指示により速やかに監督員に提出すること. 

◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること．

◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書を作成し, 

  監督員に提出すること. 

2.　工事関係図書

3.　安全衛生管理 ◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周知徹底する

◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること.

  こと. 

　名札には現場代理人,監理技術者,主任技術者の別,氏名,会社名,工事名を記載し,顔写真を添付すること

◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと. 

◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規制法, 大気

  汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱(平成5年1月12日 建設省建経発第1号), 建設副産物適正処理

  推進要綱(平成5年1月12日 建設省建経発第3号)その他関係法令に従い適切に処理すること. 

◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等仮設材

　設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けて

　から工事着手すること.

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設物の種類，

　位置(平面・深さ)，規格，構造等を確認しなければならない．

◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないような措置を施

  さなければならない. 万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとともに, 施設の運営に支

　障がないよう受注者の負担でその都度補修又は補償すること. 

◎受注者は, 重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業(ロープ掛けの作業及びシート掛けの作業を含

  む. ) 又は貨物自動車から卸す作業(ロープ解きの作業及びシート外しの作業を含む. )を行うときは, 当

  該作業を指揮する者を定め, 監督員に報告しなければならない. 

◎受注者は, 機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は, 当該作業を指

  揮する者を定め, 指揮者の合図により行わなければならない. また, 作業状況について, 写真等の資料を

  整備及び保管し, 監督員の請求があったときは, 直ちに提示しなければならない.

◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移動式クレー

　ンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作業員により確認しなけ

　ればならない．

◎受注者は，トラック(クレーン装置付)を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置（ブームの格納

　忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を原則使用しなければならな

4.　工事現場管理

   　 ・産業廃棄物の種類ごとに下記を指定する. 

　(3) 撤去物の種類, 規模, 構造, 撤去方法, 養生方法, 発生材の処分場を記載する.

特記仕様書　１
Ｂ－００１

　　　　種　  類：石膏ボード

　　　　処理単価：ｍ3 当たり ２０，０００円（税抜）

　　　　種　  類：アスベスト含有成形板等

　　　　種　  類：木材　　　　種　  類：コンクリート（無筋）

　　　　種　  類：コンクリート（有筋）

　　　　処理単価：ｔ 当たり　０円

　　　　種　  類：金属（処分）

      　処 分 地：徳島市東沖洲１丁目１２

     　 会 社 名：（株）旭金属「☆優良認定業者」

      　所 在 地：徳島市東沖洲１丁目１２

　　　　種　  類：ガラス

      　運搬距離：３７.6 Ｋｍ

      　運搬距離：３３.8 Ｋｍ

　　　　処理単価：ｔ 当たり ５，６４０円（税抜）

　　　　種　  類：廃プラ

工事内容：公園トイレ等改修工事

　　　　　　　　トイレ衛生器具の改修

　　　　 　　　 照明器具改修

　　　　 　　　 その他附帯改修

　　　　：(内部)トイレ仕上改修

　　　　：(外部)外装の水洗い清掃

構造規模・構造：ＲＣ造平屋建　　延べ面積４６．475㎡

建築・電気・管工事一式

　　事の一部について下請負契約を締結する場合は，当該下請負工事の受注者(当該下請負工事の一部に係る

　　　上記以外の許可業者の処分場で処分しても差し支えないが，増額変更の対象とはしない．また，この

　　　場合，処分単価の見積書の提出を求め，減額変更を行うことがある．

　　　なお，上記の処分場が徳島県優良産業廃棄物処理業者（以下，「優良産廃処分業者」という．）に認

　　　定されているとき，処分場を変更する場合は原則として優良産廃処分業者に変更すること．ただし，

　　　諸般の事情により優良産廃処分業者以外の処分場で処分を行う場合は，理由書を監督員に提出するこ

　　　と．

　　　また, コンクリート・アスファルト類の搬出先については, 中間処理施設のみとする. 木材について

　　　は, 50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする. 

  (4) 受注者は, 建設副産物が搬出される工事にあたっては, 建設発生土は建設発生土搬出調書, 産業廃棄

　　　物は産業廃棄物管理票(マニフェスト)により, 適正に処理されているか確認するとともに, 監督員に

　　　建設発生土搬出調書(様式3)を提出しなければならない. なお, 監督員等の指示があった場合は直ち

　　　に産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない. 

5.　施工調査

◎解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用されていないか調査し，

　あれば監督員の指示に従うこと．既存の分析調査結果がある場合は，受注者がその結果を書類等により確認

　すること．なお，工事内容に変更がある場合においても同様とする．

◎解体前に, 照明器具及びトランス内進相コンデンサのPCBの有無を調査し, 有れば監督員の指示に従うこと。

◎事前の施工調査等を改標仕9.1.1(5)及び大気汚染防止法により行うこと．

　い．なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと．

　　監督員へも結果を提出すること．

　・調査結果は3年間保存すること．

　・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること．

　・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は、JIS A 1481-1によること．

　・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより、労働基準監督署及び自治体に報告すること．

◎休日、夜間に作業を行う時は、事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること.

◎受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打合せを行い, 

  交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交通誘導員の配置, 標識, 安

  全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て, 災害の防止を図らなければならない. 

  特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与えるおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と

  必要な措置について工事着手前に監督員に報告しなければならない.

◎受注者は, 工事期間中安全巡視を行い, 工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い安全を確保する

  とともに工事現場における盗難防止の観点から, 資機材の保管状況等についても併せて確認すること. 

  また, 監督員から「資機材保管計画書」(自由様式)の提出を求められた場合には, 速やかに提出すること.

◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は,原則禁止とする．やむ

　を得ず行う場合は,飛来落下の危険を生じるおそれがあるため,適切な防護措置を講じ安全確保を図り,施工

　手順について監督員の承諾を得たうえで,指定された時間に行うこと．

◎交通誘導警備員については, 警備業法に基づく警備員とし, 図示する場所に４日間配置すること. 

　・警備員は, 延４人(昼４人, 夜０人：うち検定合格警備員０人)を見込んでいる. 

◎本工事の着手時に, 給排水, ガス管, 地下埋設物等の調査を行う. 調査期間は １ 週間とする. 

  切り回し時期については,施設管理者と協議すること. 

◎施工条件は次による. 

　・工程については，施設管理者と協議の上決定すること．

　・施設の使用に影響のある，騒音，振動，粉塵等を伴う作業は事前に施設管理者と協議すること．

　　施設管理者より作業中止の要望がある場合は，作業の中止を行う場合がある．

　・その他の詳細な施工条件については，実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上

　　決定し，適宜相互に日程の調整及び確認を行う．

　・本工事においては，８：３０から１７：００までの間で行うこと．

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

7.  その他 本工事は、資材価格高騰に対する特例措置の対象工事である．

○資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）

◎工事現場には, 工事標識を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること.

◎受注者は, 本工事において使用する工事看板・バリケード等については, 県産木材を用いた木製品を優先

◎電気保安技術者は次の者とし, 必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により, 監督員の承諾

  を受けること. 

  ・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は, その電気工作物の工事に必要な電気主任技術者の資

    格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする. 

  ・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は, 第１種又は第２種電気工事士の資格を有する者と

　　する. 

◎発生材の処理等は，次により適正に行う. 

　(1) 工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については, 報告及び

      引き渡しを要する. 

　(2) 上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利用の促進に

　　　関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要綱その他関係法令等に

　　　従い処理すること. 受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管する場合，または自ら運搬する場合等

　　　においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の規定を遵守すること。図書に表示のないもの

　　　については, 監督員(契約書に規定する監督員をいい, 標仕の規定による場合は監督職員と読み替える,

　　　以下同じ. )に報告し指示を仰ぐこと. 

　おける県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること. 

  して使用するよう努めなければならない. 県産木材を購入した場合, 受注者は, 工事完了後「任意仮設に

◎受注者は，足場を設置する場合，組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や資材落下に

　対する措置を講じなければならない. 特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュシート等の資機材に

　ついては，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等により固定を行うこと. 

　また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険が予想されるときは，作業を中止

　すること.

4.　工事現場管理 ◎建設リサイクル法通知済証の掲示

　受注者は、建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又は

　その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が建設リサイクル法施行令で定める基準

　以上のもの)においては、工事現場の公衆の見やすい場所に工事着手前までに「建設リサイクル法通知済証」

　を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで存置しておかなければならない。また、「建設リサイクル法

　通知済証｣掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし,｢徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣

　に基づき提出することとする。なお、「建設リサイクル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの

　期間に発注者から支給することとする。

　備品等名称：

　保管場所　：

　注意事項　：

◎工事に影響のある範囲内の重要備品等　（　有　・　無　）

◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という．）及び建設工事に係る資材の

　再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」．）に基づく対応は，以下のとおり行うこと．

　　（二次製品を含む．），土砂，砕石，加熱アスファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，

　　基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定される工事又は建設リサイク

　　再生資源利用計画書を作成し，監督員の確認を受けること．

(2) 受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用

　　の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7条で規定される

　　工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，アスファルト・コンクリート塊，

　　建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場から搬出する場合には，COBRISにより再生資源利

　　用促進計画書を作成し，監督員の確認を受けること．

　　すること。

(1) 受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の

　　ル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の工事」という．）において，コンクリート

　　（一財）日本建設情報総合センターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という．）により

(3) 受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示も可）すること．

(4) 受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を監督員に報告

(5) 受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成し，

　　監督員に提出すること．

(6) 受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること．(R5.1.1以降契約分～）

(7) 受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について，その施設名，施

　　設の種類及び住所を必ず入力すること．ただし，バージン材を使用する生コンクリート及び購入土を除く

　　ものとする．

      　処 分 地：阿南市桑野町尾花117番地

      　運搬距離：６.３ Ｋｍ

      　運搬距離：６.３ Ｋｍ

     　 会 社 名：（有）青藍

      　所 在 地：阿南市桑野町尾花117番地

      　所 在 地：阿南市桑野町尾花117番地

      　処 分 地：阿南市桑野町尾花117番地

     　 会 社 名：（有）青藍

     　 会 社 名：（財）徳島県環境整備公社（橘）

      　所 在 地：阿南市橘町小勝１８７番の地先

      　処 分 地：阿南市橘町小勝１８７番の地先

      　運搬距離：８.9 Ｋｍ

　　　　処理単価：ｔ 当たり ７００円（税抜）

　　　　処理単価：ｔ 当たり ７００円（税抜）

     　 会 社 名：（株）明和クリーン

     　 会 社 名：（株）明和クリーン

      　所 在 地：三好市山城町寺野字大休場９５６

      　所 在 地：三好市山城町寺野字大休場９５６

      　処 分 地：三好市山城町寺野字大休場９５６

      　処 分 地：三好市山城町寺野字大休場９５６

      　運搬距離：１２０.0 Ｋｍ

      　運搬距離：１２０.0 Ｋｍ

　　　　処理単価：ｍ3 当たり １５，０００円（税抜）

     　 会 社 名：（有）徳島興産★優良認定業者

      　所 在 地：徳島市津田海岸町2番90号

      　処 分 地：徳島市津田海岸町2番90号

　　　　処理単価：ｔ 当たり １０，０００円（税抜）

　　　　処理単価：ｔ 当たり ２０，０００円（税抜）

      　運搬距離：３２.０ Ｋｍ

     　 会 社 名：（株）オオタ★優良認定業者

      　所 在 地：徳島市西新浜町二丁目22番地

      　処 分 地：徳島市論田町新開66番地91

工事完成年月日は令和５年８月１９日とする。

阿南市福井町裂股
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6.　材料・製品等 ◎本工事に使用する建築材料等は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，JIS又はJAS

　マーク表示のない材料及びその製造業者等は，次の(1)から(3)の事項を満たすものとする．

　(1)　品質及び性能に関する試験データが整備されていること．

　(2)　法令等で定める許可，認定又は免許を取得していること．

　(3)　製造又は施工の実績があり，その信頼性があること．

　なお, 「評価名簿による」と記載されているものは, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料等評

　価名簿(最新版)」記載品を指すものとする. 

◎受注者は，本工事で使用する建築材料・製品等（以下「建材等」という）の発注の際には，発注前に，

7.　化学物質を

　　発散する建築材料等

◎本工事に使用する建築材料は, 設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし, 次の(1)から

　(5)を満たすものとする. 

  (1) 合板, 木質系フローリング, 構造用パネル, 集成材, 単板積層材, MDF, パーティクルボード, その

　　　他の木質建材, ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は, ホルムアルデヒドを発散しないか, 発散が極めて少

　　　ないものとする. 　

  (2) 保温材, 緩衝材, 断熱材は, ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか, 発散が極めて少ないも

　　　のとする. 

  (3) 接着剤は, フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮発性の可塑剤

　　　を使用し, ホルムアルデヒド, アセトアルデヒド, トルエン, キシレン, エチルベンゼンを発散しな

  　　いか, 発散が極めて少ないものとする. 

　(5) (1), (3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具, 書架, 実験台, その他の什器等は, ホルム

　　　アルデヒドを発散しないか, 発散が極めて少ないものとする. 

◎工事現場監督員は常駐できないので, 疑問な点, その他打合せ決定を要する事項は, 監督員の出向いた時,

　又は営繕課へ問い合わせ, 工事に遺漏のないようにすること. 

8.　施工

◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること. 不都合な工法等を発見した場合は, 工事が進

　行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること. 手直し工事は, 受注者の責任に

　おいて実施し, それに要する費用は受注者の負担とする. 

◎他工事と取り合い区分

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

管 工 事電気工事建築工事

空洞部分のモルタル埋め
衛生器具取付のブロック壁 

空調機器類の基礎工事

給排気ガラリ取り付け

  同上補強

盤, 便器等の箱入れ

縦樋(GLまで)

　同上切込み及び開口補強

設備機器天井開口墨出

床, 天井点検口

　同上(リンブレン等)

スリーブ開口補強(鉄筋)

　同上穴埋補修

梁, 壁, 床スリーブ入れ

項　　　目

　指定するものとする. 

　技能士は, 職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし, 資格を証明する

　資料を監督員に提出すること. 

　技能士は, 適用する工事作業中, 1名以上の者が自ら作業をするとともに, 他の技能者に対して, 施工品

　質の向上を図るための作業指導を行うこと. 技能士は, 氏名, 検定職種, 技能士番号等県が指定した内容

　を記載した名札等により, 資格を明示するものとする. 

　なお, 指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとする. 

   ○印 ･･･ 適用作業

工事種目 技能検定職種 技　能　検　定　作　業

仮設 とび ・ とび作業

鉄筋 鉄筋施工 ・ 鉄筋組立て作業

コンクリート コンクリート圧送施工 ・ コンクリート圧送工事作業

型枠 型枠施工 ・ 型枠工事作業

鉄骨 鉄工 ・ 構造物鉄工作業

・ アスファルト防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業
防水 防水施工

・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

タイル タイル張り

木 建築大工

建築板金
屋根及びとい

かわらぶき

金属 建築板金

左官 左官

建具製作

建具

サッシ施工

ガラス施工

塗装 塗装

内装 内装仕上げ施工

表装

配管 配管 ・ 建築配管作業

植栽 造園 ・ 造園工事作業

機械設備 冷凍空気調和機器施工 ・ 冷凍空気調和機器施工作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業

・ タイル張り作業

・ 大工工事作業

・ 内外装板金作業

・ かわらぶき作業

・ 内外装板金作業

・ 左官作業

・ 木製建具手加工作業

・ 木製建具機械加工作業

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 建築塗装作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ 鋼製下地工事作業

・ ボード仕上げ工事作業

・ カーテン工事作業

・ 木質系床仕上げ工事作業

・ 表具作業　・ 壁装作業

9.　技能士の適用 ◎技能士の適用については, 次の技能検定作業(以下, 「作業」という. )のうち各工事毎に適用する作業を

10.  設計変更箇所確認

11.  工事検査及び

　定期的に確認すること

◎工事監理業務受注者が作成する設計変更箇所一覧表の内容について監督員、工事監理業務受注者とともに

　すること

◎工事しゅん工前に全ての設計変更箇所について、監督員、工事監理業務受注者とともに、書面により確認

　　 技術検査

◎設計図書(各施工計画書を含む)に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員の検査等を受け,

　承諾を受けて次の工程に進むこと

◎試験等によらなければ, 確認できない工事(製品)については, 試験等計画書(施工計画書に記載)を提出し,

　監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること.

◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査を実施する

　ものとする. ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これによらないことができる.

当初請負対象額

3千万円未満

1億円以上             

3千万円以上5千万円未満

5千万円以上1億円未満  

一般入札工事

－

－

1回

2回

低入札工事 

1回

2回

2回

3回

　　(注)　低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう.

　　　　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう．

　なるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施について監督員と協議すること. 

◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確認ができなく

◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査を実施する。

◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は, 中間検査を省略することができる.

　に監督員と協議すること.

◎中間検査の実施時期は, 当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし, 契約締結後速やか

12. 完成図等 ◎電子納品：対象

◎提出書類

　・竣工図（製本3部，電子データ2部）( A4 ・ A3 ・ A2 ・ 原図版 )　

　・工事写真（写真帳１部（　・着手前　・　完成写真　），電子データ２部）

　・使用材料一覧表(4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付）,電子データ2部）

　・保全に関する資料

◎竣工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること．

　竣工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオリジナル形式を

◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資材, 施工状況の順に整理する.

  完成写真については, 工事目的物の状態が,資材, 施工状況等については，不可視部分の出来形が

　写真で的確に確認できること. 

◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること.

区　　　分

カラー, 手札版又はサービスサイズ

カラー, 手札版又はサービスサイズ

サ　イ　ズ

カラー, 手札版又はサービスサイズ着　手　前

施　工　中

完　成　写　真

◎工事完成撮影は, 専門家に( よる ・ よらない )ものとする. 

◎受注者は, 建築工事を施工する場合, 原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に

　すること. 

13. 火災保険 ◎対象物

  工事目的物及び検査済材料(支給材料を含む)について付保すること. 

◎付保除外工事

  次に掲げる単独工事については, 付保を除外できる.

  (1) 杭及び基礎工事

　(2) コンクリート躯体工事

　(3) 屋外付帯工事

　(4) その他実状を判断の上, 必要がないと認めた場合(外壁補修工事等)

◎付保する時期及び金額

  鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に, 請負金額相

　当額を付保する. 

  また, 模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当額を付保する.

◎保険終期

  工事完成期日に14日を加えた期日とする. 

  なお, 工期延伸した場合には, 保険の期間も延長すること. 

◎その他

  (1) 建設工事保険に付保した場合は, 火災保険に付保したものとみなす. 

  (2) 付保する時期以降に出来高払いを行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払いの書類に

　　　添付すること.

Ｂ－００２
特記仕様書　２

　基づいて調査, 設計, 工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品(以下「電子納品」という. )

　品質及び性能に関して記載された施工計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない．

  (4) 塗料（塗り床を含む）は、ホルムアルデヒド, トルエン, キシレン, エチルベンゼンを発散しないか, 

　　　発散が極めて少ないものとする. 

　CD-R等に保存する．

◎県産木材の使用

　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型枠を使用する

      場合, 原則として県産木材を使用しなければならない. ただし, 特段の理由がある場合にはこの限り

      でない. 

  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森林で育成した

      木材」とは次のことである. 

　    ① 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材

　    ② ①以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材

  (3) 受注者は, 請負金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場合は, 県産木

  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証」証明書の写し

　　　により県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。

  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の氏名等を記入

　　　した書類を監督員へ提出しなければならない. 

◎製材等(製材, 集成材, 合板, 単板積層材), フローリング, 再生木質ボード(パーティクルボード, 繊維

　板, 木質系セメント板)については, 合法性に係る確認(「産地認証」及び「品質認証」を含む. )が行わ

　れたものを使用する. ただし, 機能上, 需給上など正当な理由により確保が困難であり, 使用できない場

　合には監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の「木材・木材

　製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン(平成18年2月15日)」に準拠して行うものとし, 

　監督員に合法証明書を提出するものとする. ただし, 平成18年4月1日より前に伐採業者が加工・流通業者

　等と契約を締結している原木に係る合法性の確認については, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保

　管している者が証明書に平成18年4月1日より前に契約を締結していることを記載した場合には, 上記ガイ

　ドラインに定める合法な木材であることの証明は不要とする. 

◎改標仕に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて, 当該製品の仕様及び指定

  工法による.

◎県内産資材の使用

　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材を使用しなけ

      ればならない. ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない. なお, WTO対象工事については, 

　　　県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする.

　注3 公共建築工事標準仕様書そのた関連する示方書等の基準を満たす資材, 製品であること. 

　② 徳島県内の工場で加工, 製造された製品

　注1 部材, 部品が県外製品であっても, 県内の工場で加工, 製造した製品(二次製品)であれば県内

　　　産資材として取り扱う. 

　注2 県内企業が県外に立地した工場(自社工場)で加工, 製造した製品も県内産資材として取り扱う.

県内産資材(次のいずれかに該当するもの)

　① 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品

◎県内産再生砕石の原則使用

　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設(廃棄物の処理及び清掃に関する法律(昭和45年

　法律第137号)第15条第1項に基づく許可を有する施設(同法第15条の2の5第1項に基づく変更の許可におい

　て同じ.))で製造された再生砕石を原則として使用しなければならない.

◎受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等(県内企業調達建材等)を優先して使用

　記載し，監督員の承諾を得なければならない．

　　　得なければならない. 

　　　材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を

  　　する．また，請負金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外の資材を使用する場合は, 県内

　　　産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を

　　　得なければならない. 

　なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理由を施工計画書に

　するよう努めなければならない.また，県内企業調達建材等の別を施工計画書に記載するものとする． 

　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記載するものと

そ の 他

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事
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◎シーリング材は, JIS A 5758の規格品とする. 

◎プライマーは, 被着体及びシーリングの種類により使い分けること. 

◎監督員に, シーリング材の有効期限が切れていないことの確認を受けること. 

◎シーリング面への仕上塗材仕上げ等を( 行う ・ 行わない ). 

◎外部に面するシーリング材は, 施工に先立ち( 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 )を行う. 

◎種類及び施工箇所

ポリウレタン系PU-2

変成シリコーンMS-2

ポリファルサイド系PS-2

2成分シリコーン系SR-2

1成分シリコーン系SR-1

接着試験寸　法改修工法施工箇所既　存材  質記　号

内壁他

水切他

3×3

○

○

1. シーリング

2. 防水保証 ◎防水工事完了後は, メーカー, 元請業者, 下請業者の3者連名による 

　（ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 10 )年間の防水工事性能保証書を提出すること. 

 　の小黒板情報電子化

◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得たうえで，

　デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とすることができる。

◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の｢デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運用について

　（県土整備部）｣に記載された全ての内容を適用することとする。

1.　一般事項

2.　ベンチマ－ク

◎着工に先立ち, 敷地境界, 既存構造物,敷地の高低差地下埋設物の確認, 近隣建築物及び工作物の現状確認, 排水経

　路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと. 

◎設計GLの設定は, BM(　　　)を±0とし, NGLはBM±(　　　)mmとする. ただし, 監督員の指示により決定

　する. 

5.　監督員事務所

◎監督員事務所を設置する場合,備品は次のものを設置すること。　

　(1) 机, 椅子, 書棚, 製図版, 掛時計, 温度計，湿度計

  (2) ゴム長靴, 雨がっぱ, 保護帽, 懐中電灯, 安全帯

  (3) 請負加入電話の子機

  (4) 衣類ロッカ－, 冷暖房機器, 消火器, 湯沸器, 掃除具

  (5) ファクシミリ他

◎仮間仕切りは, ( A種 ・ B種 ・ C種 )とする. 

  (養生方法：      　　　  )

◎既存部分の家具等の養生範囲は図示による. 

4.　養生 ◎既存部分の養生範囲は図示による. (養生方法：　シート養生　)

◎その他

　袋等を労働者に使用させなければならない. また, 作業主任者を選任し, その氏名, 職務を掲示すること. 

　の組立て, 解体又は変更の作業において, 材料, 器具, 工具等を上げ, 又はおろすときは, つり綱, つり

◎受注者は, つり足場(ゴンドラのつり足場を除く. ), 張出し足場又は高さが5メートル以上の構造の足場

◎足場等の設置業者は, 別契約の関係受注者に無償で使用させること.また,安全管理も実施すること.

◎ゲ－ト( 有 ・ 無, 仕様：                 　 )

　記録を保管すること.

◎仮囲いを設置する場合は、設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行い、その

　　ただし監督員の承諾を得た場合は、(3)手すり先行専用足場方式により行うことができる.

　　行うこと.

　　「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」の2の(2)  　　       　　　により手すり据置方式

  ・足場を設置する場合は, 原則として「手すり先行工法に関するガイドライン」（2.2.4）の別紙１

　シート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること.

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防止チェック

　指定の足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること.

◎労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に営繕課

　届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

　届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　なうこと.

　60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに所轄労働基準監督署長に届け出をおこ

◎労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第７に掲げる機械等（組立から解体までの期間が

　め強度等を確認した書類を監督員に提出し, 承諾を得ること. 

　工場及び指定工場等の活用に努めるとともに, 前記規格等に定めるもの以外の使用に当たってはあらかじ

　また, 厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録

　②(社)仮設工業会の認定基準

　①労働安全衛生法に基づく構造規格

　るものを使用すること. 

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については, 次の規格又は認定基準(以下「規格等」という. )に適合す3.　足場等

◎監督員事務所は( 設ける(面積　　m２程度) ・ 設けない )

　ただし, 施設管理者と協議すること. 

6.　工事用用水, 電力等 ◎既存電力利用( 出来る ・ 出来ない ), 電力料金( 有償 ・ 無償 )

◎既存用水利用( 出来る ・ 出来ない ), 用水料金( 有償 ・ 無償 )

◎同用地は, ( 図示の場所に ・ 用意していないので業者にて )設けること.

◎借地借家料　　　　　　　　　　円

　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

　○洋式トイレとは，和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと．

　○快適トイレとは，洋式トイレのうち，防臭対策・施錠の強化などが実施された，

　　女性が利用しやすい仮設トイレのこと．

◎受注者は，仮設トイレを設置した場合，「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければならない．

    現場事務所用地等

◎受注者は当初請負対象金額（設計金額）5千万円未満の工事において，仮設トイレを設置する場合，原則

　として「洋式トイレ」を設置しなければならない.また，現場従事者に女性が含まれる場合は，原則として

　「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

◎受注者は,  当初請負対象金額（設計金額）5千万円以上の工事において仮設トイレを設置する場合, 原則

　として「快適トイレ」を設置しなければならない.また，現場従事者に女性が含まれる場合は，原則として

　「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。
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特記仕様書　３
Ｂ－００３

◎内部足場( 種類：脚立足場 )

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

14.　デジタル工事写真

◎仮囲い(仕様：Ａ型単管バリケード スタンド2＋単管１m ３組)(図示)

  ・壁つなぎ間隔(水平方向:　８ m以下, 鉛直方向: ９ m以下)

10×10

　ただし, 施設管理者と協議すること. 

　　資材置場

7.  工事車両用駐車場

8. 仮設トイレの洋式化

◎外部足場(種類：枠組本足場　, 仕様： ２枚布, D= ６０cm, シ－ト仕様： 防炎Ⅰ類　)
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1.  鉄筋材料

2.  鉄筋材料試験

規格名称 種類の記号 径(㎜)

鉄筋コンクリート用棒鋼

－
建築基準法の規定に　　
基づき認定を受けた鉄筋

溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：    寸法：    径：　　

規格番号

JIS G 3112

－

JIS G 3551

  ただし, 規格証明書を提出し, 監督員の承諾を得ること. 

◎材料試験は行わない. 

◎構造体コンクリートの調合管理強度は, 設計基準強度(Fc)に構造体強度補正値(S)を加えた値とする. 

◎設計基準強度

コンクリート
の種類　　　

設計基準強度
(cm)

スランプ
強度

調合管理

　・Ⅱ類(JIS A 5308への適合したコンクリート)

◎コンクリートの種別

　・Ⅰ類(JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート)

◎型枠は, ( 県産木製型枠 ・ 合板 ・ 金属製 ・ 樹脂系 ・ 打込み型枠 ・ ブロック )とする.

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質 厚さ 適用箇所

県産木製型枠 －

A　種

B  種

C　種

普通型枠

なし

あり

なし

なし

なし

6.8.2 (2)(ア)

6.8.2 (2)(イ)

6.8.2 (2)(イ)

6.8.2 (2)(イ)

強度試験
の有無

種別

気乾単位

容積重量

(t/m３)

適用箇所

　なお, 構造体強度補正値(S)は, 標仕 表6.3.2によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢

　28日までの予想平均気温に応じて定める. 
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使用箇所 備　考断熱性遮音性気密性
面内変形
追随性　

◎鋼板類の厚さは，建具表による.

◎簡易気密型ドアセットの機密性,水密性は建具表による.

特記仕様書　４
Ｂ－００４

Fc(N/mm２)
Fn(N/mm２)

1.　一般事項 ◎外部に面する建具は, 建築基準法施行令及び「屋根ふき材, 外装材及び屋外に面する帳壁の基準(昭和46

　年建設省告示第109号)」に基づき, 安全性を確認すること. 

◎建具の耐風圧性, 気密性, 水密性等については, 性能を有することを証明する書類を提出し, 監督員の承

  諾をうけること. 

◎外部に面する建具の作業工程は, 原則として, 方立等の撤去, 建具枠の取付け及びガラスのはめ込みまで

  を1日の作業とする. 

◎施工に先立ち, 改修範囲を確認し, 設計図書との相違等が有れば, 監督員と協議すること. 

◎防犯建物部品の適用は, 建具表による. 

◎防火戸の指定は建具表による.

◎建具見本の製作及び特殊な建具の仮組は，建具表による.

設置場所

適用戸の総質量(kg)

手動開き力(N)

手動閉じ力(N)

閉じ速度の調整

制動区間

開閉繰り返し

耐衝撃性

　　上吊り引戸装置

◎製造所：　評価名簿による．

◎樹脂製建具に使用する丁番は，改標仕表5.7.3による.

◎既製又はこれに準ずる建具の建具金物は, 建具製作所の仕様による. 

◎握り玉及びレバーハンドル, 押板類, クレセント等の取付け位置は図示による. 

◎金属製建具に使用する丁番は改標仕表5.7.2による.

◎金物の種類及び見え掛り部の材質は,改標仕表5.7.1による. 

D10

◎鉄筋の継手は( 重ね継手 ・ ガス圧接継手 ・ 機械式継手　・　溶接継手 )とする. 3. 鉄筋の継手及び定着

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による.

普通 18 Ⅰ類 2.3程度Fc＋S 有21

普通合板 12

  るものとし, これらを証明する資料を提出し, 監督員の承諾を受けること. 

◎あと施工アンカー作業における技能者は、あと施工アンカー工事の施工に関する十分な経験と技能を有す

◎埋込み配管等に当たった場合は, 直ちに穿孔を中止し, 監督員に報告し指示を受けること. 

◎鉄筋等に当たった場合は, 穿孔を中止し, 付近の位置に再穿孔を行うこと. 中止した孔は, モルタルで充

  てんすること.

4. コンクリート

5.　型枠

SD295

多目的トイレ

緩速度自閉装置

多目的トイレ 自閉式上吊引戸－ － － －

◎マスターキーは, 製作しない. その他の鍵の製作本数は（　3 組）

40kg以下

15N以下

15N以下

緩速度自閉装置

改表16.10.1による

改表16.10.1による

床版穴閉塞

床版穴閉塞

2.　鋼製軽量建具

3.　建具用金物

4.　自閉式

◎工事に先立ち, 改修部分の隠蔽部の調査を行い, 設計図書と照合し, 支障があった場合は, 速やかに監督

  員に報告し, 指示を受けること. 

◎各部の撤去により, 下地及び構造躯体にひび割れ及び欠陥部が発見された場合は, 速やかに監督員に報告

  し指示を受けること. 

◎各改修工事の仕様は, 仕様・仕上げ表による. 

　①床改修

ビニール床シート

ビニール床タイル

ゴム系床タイル

合成樹脂塗床

機械的除去工法

目荒らし工法

フローリング張床

床タイル

床組

る指示を記入.
部分的な不良箇所に対す

また, 木床組の場合, 撤
去範囲を記入

同　上

同　上

同　上

同　上

全面・一部(図示)

種　　類 撤去工法 撤去範囲 備　　考

　  ・既設床仕上げ材の除去　改標仕6.2.2(1)参照

改標仕6.2.2(1)(ア)による

改標仕6.2.2(1)(イ)

改標仕6.2.2(1)(ウ)

改標仕6.2.2(1)(エ)

改標仕6.2.2(1)(オ)

1. 一般事項

2. 撤去並びに下地補修

撤　去　区　分 既存壁取合の補修範囲及び内容

天井下地を含む全面

ボード面まで

ボード面を残し仕上げのみ

照明器具等による補強が必要な場合は, その内容も記入

    ・既存天井面に直接新たな仕上げ材を張付ける.         

    ・既存天井塗装仕上げ面を塗替を行う.         

　③天井改修　改標仕6.4.2参照

既存床・建具・天井取合の補修範囲及び内容撤　去　区　分

壁下地を含む全面

ボード面まで

ボード面を残し仕上げのみ

    ・木製及び軽量鉄骨間仕切り壁　改標仕6.3.2(2), (3)及び(4)参照   

既存床・建具・天井取合の補修範囲及び内容機械等の区分

油圧クラッシャ使用

ダイヤモンドカッター使用

ハンドブレーカー使用

アグレッシブウォータージェット使用

　　　　塗り厚25mm超の場合の補修を（行う・行わない）

　　　モルタル塗り　※施工場所は図示による．

　　・間仕切壁撤去に伴う構造体の補修

　　・コンクリート間仕切り壁　改標仕6.3.2(1)参照

　②壁改修

◎改修後の床の清掃範囲は図示する.

凹凸部処理 サンダー掛け

ポリマーセメントモルタル 合成樹脂床の場合

備　考　欄下地処理方法下地の状況

欠損部

下地モルタル撤去部

エポキシ樹脂モルタル

モルタルで補修し乾燥後

デッキブラシ等で清掃
オン系樹脂モルタル及びノロ等の補修
モルタル補修が困難な場合は, カチ
塗厚さ及び下地の風化状況により,

　　・コンクリート又はモルタル面の下地処理　改標仕6.2.2(2)参照

  日本木材保存協会の認定薬剤等とする. )とし, 2回塗りとする.　

◎木ねじはJIS B 1112(十字穴付き木ねじ)又はJIS B 1135の規格品とする.

◎かすがい, 座金, 箱金物, 短ざく金物等は図示により, 図示のもの以外は標仕によるが, 補助として, 

  日本建築学会建築工事標準仕様書を適用する.

◎防腐処理に用いる木材保存剤は人体への安全性及び環境について配慮した表面処理用木材保存剤((社)

◎下地材及び造作材の釘は, JIS A 5508の規格品とする.

◎継手, 仕口, 取付け方法等は図示により, 図示のもの以外は標仕によるが, 補助として日本建築学会建築

  工事標準仕様書を適用する. 

3. 諸金物

◎製材等(製材, 集成材, 合板, 単板積層材), フローリング, 再生木質ボード(パーティクルボード, 繊維

  板, 木質系セメント板)については, 合法性に係る確認(「産地認証」及び「品質認証」を含む. )が行わ

　れたものを使用する. ただし, 機能上, 需給上など正当な理由により確保が困難であり, 使用できない場

　合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の「木材・木材

  製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン(平成18. 2. 15)」に準拠して行うものとし, 監

　督員に合法証明書を提出するものとする.

　ただし，平成18年4月1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の

　確認については，平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日より

　前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木材であることの証

　明は不要とする．
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◎あと施工アンカーは( 金属系アンカー ・ 接着系アンカー )とする. 

　・金属系アンカー

　　引張耐力(　　)とする. せん断耐力(　　)とする. アンカー本体の径(　　), 埋込深さ(　　)とする.  

    アンカーセット方式は本体打ち込み式とする. 

  ・接着系アンカー

    アンカーの種類はカプセル型（ガラス製）とする.

　1ロットは(・1日に施工されたものの径･仕様ごと　・　　　　　)とする.

◎施工確認試験を( 行う ・ 行わない ). 　確認強度(　6.52　)kN

    引張耐力( 7.05kN )とする. せん断耐力( 9.82kN )とする. 

    接合筋の種類は( SD295 ), 径( D10　), 長さ( 140 + 80 )とする. 

    ＣＢ積差筋の種類は( SD295 ), 径( D10　), 長さ( 660 + 80 )とする. 

　　ブロック造

◎コンクリートブロックは, JIS A 5406による規格品とする.

断面形状
(空洞, 　
　型枠状) (08～40)

圧縮強さ
の種別  化粧内容 (標準制度, 

   高精度)

寸法精度

◎充填用及びまぐさのコンクリートはI類とし, 呼び強度F=21, スランプ21cmとする.

適用箇所

モデュール

呼び寸法(mm)

長さ 高さ

透水性
(普通,   
 防水性)

正味

(mm)
厚さ

  上記以外のコンクリートは, 設計基準強度F=21N/mm２とする.

◎1日の積み上げ高さは, 1.6m以下とする.

◎壁及びまぐさの配筋は図示による.

◎モルタルの調合は,標仕8.2.3とする.

6.　補強コンクリート

空洞 08 － 標準精度 普通 100 390 190 多目的ﾄｲﾚ

  （床ｽﾗﾌﾞ差筋ｱﾝｶｰ）

7.あと施工ｱﾝｶｰ工事

  （CB積 差筋ｱﾝｶｰ）

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

◎製作所：　評価名簿による．
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Ｂ－００５

施工箇所 仕上げの種類 防水の有無 備　　考目地の材質

◎総塗り厚さが25mm以上となる場合は, 剥落防止工法とすること. 

◎目地の位置及び寸法は図示による. 

◎防水モルタルに用いる防水剤の使用方法は, 製造所の仕様による.

◎モルタルは(・現場調合材料　・既配合材料)とする.

無有

耐凍害性色

有 無

役物

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類

滑り
性
抵抗適用

再生材の形状/寸法

(mm)

 施工

 箇所

主な用途
による区分

(JIS)

備考

◎標準的な曲がりの役物は一体成形とする.

◎タイルの製造所：　評価名簿による．

◎見本焼きを( 行う ・ 行わない ).

◎試験張りを( 行う ・ 行わない ).

◎有機質接着剤　ユリア樹脂等(ユリア樹脂, メラミン樹脂, フェノール樹脂, レゾルシノール樹脂又は

　ホルムアルデヒド系防腐剤)を用いた接着剤のホルムアルデヒドの発散量は, F☆☆☆☆とする.

  ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの発散量が, F☆☆☆☆の接着剤

　を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

施釉 標準 特注

吸水率区分 上ぐすり

JIS A 5209

無釉

接着剤(ﾀｲﾌﾟⅠ)

モルタル下地

無有

耐凍害性色

標準 特注有 無

役物

Ⅱ類Ⅰ類 適用

再生材の形状/寸法

(mm)

備考

◎標準的な曲がりの役物は一体成形とする.

◎タイルの製造所：　評価名簿による．

◎見本焼きを( 行う ・ 行わない ).

◎試験張りを( 行う ・ 行わない ).

◎既製調合モルタルの製造所：　評価名簿による．

◎保水材の混入量は, 実績等の資料を提出したうえで, 監督員の承認を得ること.

 施工箇所
耐
滑り
性

◎セメントモルタルによるタイル張り

◎壁紙施工用でん粉系接着剤, ユリア樹脂等(ユリア樹脂, メラミン樹脂, フェノール樹脂, レゾルシノー

  ル樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤)を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量はＦ☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆の接着剤

　を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

4. モルタル塗り

5. タイル張り

6. 接着剤

100mm角

壁浮ﾀｲﾙ撤去部分

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板撤去部分

金コテ押え －

－

無

無

巾木

床

－

－

無

無

金コテ押え － 無

壁(巾木)タイル下地

床タイル下地

床汚垂陶板下地

◎有機系接着剤によるタイル張り

◎接着力試験を( 行う ・ 行わない ).

木コテ押え

100mm角

吸水率区分 上くすり

Ⅲ類 施釉 無釉

床用－

金コテ押え

金コテ押え

床同材
－

－

－

○壁タイル張り工法（　　　　　　　　　　　）

◎防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする. 

◎塗料はホルマリン不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする. 

◎ユリア樹脂等(ユリア樹脂, メラミン樹脂, フェノール樹脂, レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド

　系防腐剤)を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの発散量が, F☆☆☆☆の塗料を

　使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする。

1. 一般事項

区　分 備　　考種　　別 下地調整

Ｂ種

Ｂ種
改表7.10.1

改表7.10.1
ＲＢ種

モルタル面
改表7.2.4

    ﾍﾟｲﾝﾄ塗料(EP)

既設モルタル塗装面

　
７
 
章
　
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事
 

コンクリート面
ＲＢ種

改表7.2.5
既設コンクリート打放し面

2.　合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

◎下地調整に用いる吸水調整材の使用方法は, 製造所の仕様による. 

◎コンクリ－ト等面の下地及び各塗り層は, 清掃のうえ適度の水湿しを行って, 次の層の塗り方にかかる. 

表面材の種類
脚部

形状 材質形状

ドアエッジ

◎トイレブースのパネルの材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする.

　ただし,正当な理由により確保が困難である場合等,ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆のトイレブース

　のパネルを使用できない場合は,監督員と協議するものとし,監督員の承諾を得るものとする.

7. トイレブース

ステンレス巾木メラミン複合積層板 エッジレス －

8. サイン ◎トイレサイン：アルミ複合板（ＡＰパネル）厚３の上耐候塩ビカッティングシート貼

入口に　Ｗ４００×Ｈ１８００　３箇所

女子トイレブースに　Ｗ１５０×Ｈ１５０　１箇所

9. 汚垂防止床 ◎汚垂防止板：トイレ用汚垂板、抗菌仕様。

床タイルと同高にすること。

10. 人工大理石面台 ◎人工大理石面台：樹脂系人工大理石厚１２程度。エッジは丸面とする。

材種 形式寸法 備考

11. 床点検口

アルミ製枠 ６００角 一般充填用 ｽﾃﾝﾚｽ目地 鍵無

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

◎製作所：　評価名簿による．



Ｊ１３

Ｊ１１

Ｊ１０

Ｊ９

Ｊ８

Ｊ７

Ｊ６

Ｊ５

Ｊ４

Ｊ２

Ｊ４

５５

５０

４５

４０

３０

２５

T-4A

T-2A

T-4

22

28
29

27

福井川

T-2B

T-2C

72

74

71 72

／

　　標高：26.0m

標高：29.0m

標高：61m

標高：61.0m

標高：73.6m

標高：30.6m

公　園

P M

電気室

タンク

Ｃ

Ｅ Ｅ

Ｅ

６０

Ｊ１

Ｊ１２

Ｔ-Ｒ

池

倉庫

40
45

T-2

T-4B

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古１番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

設　　計

0 400m

牟岐線

阿波福井駅

国道55号線
県道284号線

鉦打トンネル

N

３５

Ｊ３

国道
５５

号

至阿南

発電所

Ｅ

倉庫 至阿南
35

73

21

H=29.806
KBM.4(T-4)

二級河川

資料館

管理事務所

公園トイレ

付近見取図　　全体配置図

Ａ２　１／８００
Ａ３　１／１１２８

付近見取図

全体配置図　１／８００

福井ダム

工事場所：阿南市福井町鉦打（第４分割）

工事場所：公園トイレ

交通誘導員

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

工事車輌駐車・資材置場

Ｂ－００６



縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

T-2B

T-2C

標高：29.0m

池

T-2

N

　(仮囲い等仮設材設置を含む)着手までに調査を行い「支障物件確認書」を監督員

　の確認を受けてから、工事着手すること。

　さないような措置を施さなければならない。万一、損傷を与えた場合は、ただちに

　監督員に報告するとともに、施設の運営に支障がないよう受注者の負担で補修又は

◎受注者は、工事の施工箇所及び周辺にある既設構造物・設備機器について、工事

◎受注者は、工事箇所及びその周辺にある既設構造物・設備機器に対し、支障を及ぼ

◎既設構造物・設備配管の隠蔽部への影響が予想される場所では、施工に先立ち当該

　隠蔽部分の種類、位置(平面・深さ)、規格、構造等を確認しなければならない。

特記事項

　補償すること。

Ａ３　１／２８２
Ａ２　１／２００

工事場所：公園トイレ

交通誘導員

工事車輌駐車・資材置場

Ｂ－００７

（駐車場を限定して利用）

配置図　支障物件確認図　仮設計画図

※施設管理者との協議により決定すること



縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計
Ａ２　１／１００
Ａ３　１／１４１

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

内  装 壁床 巾　　　木 天　　　井
備　　　考階

下地 仕　　上 仕　　上 高 下地 仕　　上 下地 仕　　上 廻縁 高制 限
室　　　名

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

２６７０

２６５０

２６５０

２６７０

２６７０

ガラスブロック

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1 ,320 1,010 1,320 810 1,800 810 1,320 1,010 1,320

3,650 1,380 2,240 1,380 3,650

285285 220 285220 285

12,300

2,390

3,650 5,000 3,650

ブロアー庫

エントランス

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４ ５ ６

内部仕上表

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1 ,320 1,010 1,320 810 1,800 810 1,320 1,010 1,320

3,650 1,380 2,240 1,380 3,650

285285 220 285220 285

12,300

2,390

3,650 5,000 3,650

ブロアー庫

エントランス

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４ ５ ６

改修前　平面図　１／１００ 改修後　平面図　１／１００

１

（現況のまま）

ガラスブロック（現況のまま）

ガラスブロック（現況のまま）

75
0

　(仮囲い等仮設材設置を含む)着手までに調査を行い「支障物件確認書」を監督員

　の確認を受けてから、工事着手すること。

　さないような措置を施さなければならない。万一、損傷を与えた場合は、ただちに

　監督員に報告するとともに、施設の運営に支障がないよう受注者の負担で補修又は

◎受注者は、工事の施工箇所及び周辺にある既設構造物・設備機器について、工事

◎受注者は、工事箇所及びその周辺にある既設構造物・設備機器に対し、支障を及ぼ

◎既設構造物・設備配管の隠蔽部への影響が予想される場所では、施工に先立ち当該

　隠蔽部分の種類、位置(平面・深さ)、規格、構造等を確認しなければならない。

特記事項

　補償すること。

ＲＣ ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

陶器質１００角タイル撤去

陶器質１００角タイル撤去

陶器質１００角タイル撤去

床同材磁器１００角タイルに張替

床同材磁器１００角タイルに張替

床同材磁器１００角タイルに張替

ＲＣ

化粧不燃板厚３貼（下地不陸調整）

陶器質１００角タイル

陶器質１００角タイル

陶器質１００角タイル

ＲＣ

化粧不燃板厚３貼（下地不陸調整）

ＲＣ

化粧不燃板厚３貼（下地不陸調整）

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

コンクリート打放し下地調整ＥＰ塗

コンクリート打放し下地調整ＥＰ塗

コンクリート打放し下地調整ＥＰ塗

多目的トイレ

改修前

改修後

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

一部、フロアータイル（現況のまま）

一部、フロアータイル（現況のまま）

磁器１００角タイル張替

磁器１００角タイル張替

磁器１００角タイル張替

トイレブース撤去

トイレブース撤去

２６７０

２６５０

２６５０

２６７０

２６７０

トイレブース新設

トイレブース新設

ガラスブロック

（現況のまま）

ガラスブロック（現況のまま）

ガラスブロック（現況のまま）

Ｂ－００８

磁器１００角タイル撤去

磁器１００角タイル撤去

磁器１００角タイル撤去

上部目地カッター入れ

上部目地カッター入れ

上部目地カッター入れ

踏込部、フロアータイル（現況のまま）

踏込部、フロアータイル（現況のまま）

踏込部、コンクリート打放し（現況のまま）

踏込部、コンクリート打放し（現況のまま）

１００

１００

１００

現況陶器質１００角タイルの上

現況陶器質１００角タイルの上

現況陶器質１００角タイルの上

多目的トイレ 多目的トイレ

男子トイレ男子トイレ
女子トイレ 女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

男子トイレ

女子トイレ

女子トイレ

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

Ｐ
２

１
Ｐ

Ｐ
３

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ａ

ＳＤ ＳＤ
Ａ

Ｃ

床養生シートを示す

Ａ型単管バリケード（スタンド２＋単管１ｍ）５組設置

枠組本足場 600× 1700を示す

内部仕上表・平面図（改修前・改修後）支障物件確認図　仮設計画図



縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計
Ａ２　１／１００
Ａ３　１／１４１

外部仕上表

立面図　１／１００

西側立面図北側立面図

５ ４

３

１

アルミ製トップライト

３

１

３ アルミガラリ

アルミ製トップライト
１

アルミ製トップライト

３

５４ ５ ４

東側立面図南側立面図

５４

３

１

アルミ製トップライト

３

１

アルミ製トップライト

３ アルミガラリ

アルミ製トップライト

５

４

３

１

アルミ製トップライト

３

５

４

１

２

屋根

屋根

陶器質平板瓦葺

シート防水厚１.2　シルバー仕上

３ 外壁

外壁

外壁

ガラスブロック
５

４

６

８

７

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

塩ビ製　７５φ　ＶＰ塗

床

サイン

縦樋

９

７

８８

８ ８

７

８８

８８

７

庇裏
（改修後）高圧水洗（水洗い清掃）

（現況のまま）（改修後）高圧水洗（水洗い清掃）

（改修後）高圧水洗（水洗い清掃）

（改修前）コンクリート打放 撥水剤塗

（改修前）モザイクタイル張

６６

６
６ ６

（改修後）高圧水洗（水洗い清掃）

（改修前）コンクリート打放し 撥水剤塗

（改修前）フロアータイル張

９

Ｂ－００９

アルミサイン　２００角

（撤去）

Ａ 新設サイン
（新設）

多目的トイレ女子トイレ 男子トイレ

400 400 400

1
,
8
0
0

新設サイン　１／１５

Ａ（新設サイン）

アルミ製トップライト

地シート：緑系カッティングシート 地シート：青系カッティングシート

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

白抜き文字

白抜き

地シート

地シート

黒色シート

外部仕上表・立面図　サイン図

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

アルミ複合板（ＡＰパネル）厚３の上塩ビカッティングシート貼　Ｗ４００×Ｈ１８００

地シート：赤系カッティングシート

アルミ複合板（ＡＰパネル）厚３の上塩ビカッティングシート貼



ﾀｲﾙ

7
5

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計

1,010 1,320 285 810 285 220 1,800 220 285 810 285 1,320 1,010 1,320

3,650 1,380 2,240 1,380 3,650

12,300
1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1 ,320 1,010 1,320 1,030 350 120 1,010 1,110 350 1,030 1,320 1,010 1,320
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Ａ３　１／４２

改修前平面詳細図

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 厚 150

Ｂ－０１０

外壁： ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し溌水剤塗(現況のまま)

外壁： ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し溌水剤塗(現況のまま )

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し溌水剤塗(現況のまま)

内壁：磁器質100角 ﾀｲﾙ張 (現況のまま )

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾛｱｰﾊｯﾁ 600
（撤去・位置替）

枠：花崗岩 厚20 本磨き(現況のまま )

面台：花崗岩厚20本磨き(撤去 )

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し (現況のまま)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押へ(現況のまま )

(現況のまま )

(現況のまま)

(現況のまま)
(現況のまま)

幼児用手洗い(撤去・管工事) 幼児用手洗い(撤去・管工事)

内壁：磁器質 100角 ﾀｲﾙ張 (現況のまま )

内壁：磁器質100角 ﾀｲﾙ張 (現況のまま )

枠：花崗岩 厚20 本磨き(現況のまま)

(現況のまま )

面台：花崗岩厚 20本磨き(撤去 )

面台：花崗岩厚20本磨き(撤去 )

工事名称 Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

竪樋 VP75φ VP塗 (現況のまま )

引き戸枠カッター切り撤去

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺  W=40 厚 2.0（現況のまま）

外壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張（現況のまま）
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工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES
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75
0

盗撮防止壁（ガラスブロック補修時脱着可）

洋風大便器（コンパクト型＋蓋付ウォシュレット）

床タイル全面張替

引き戸取替

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎
改修後平面詳細図

Ｂ－０１１

掃除用流し取替（管工事）

手摺取付（管工事）
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 厚 150

床タイル全面張替

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し溌水剤塗(現況のまま )

洋風大便器（コンパクト型＋蓋付ウォシュレット） (管工事)

竪樋 VP75φ VP塗 (現況のまま )

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押へ(現況のまま )

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し (現況のまま)

自動水洗付洗面器(管工事)
ベビーチェア(管工事 ) 洋風大便器（コンパクト型＋蓋無ウォシュレット）(管工事)

(現況のまま)

(現況のまま )

(現況のまま)

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し溌水剤塗(現況のまま)

外壁： ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し溌水剤塗(現況のまま )

オストメイト (管工事)

自動洗浄小便器（低リップ型・管工事）

手摺取付(管工事 )

手摺取付 (管工事)

自動水洗付洗面器に取替 (管工事)

(管工事)

150

1
5
0

ベビーシートサイン　１／１０

ベビーシートサイン貼

既存便器穴塞ぎ

アルミ複合板（ＡＰパネル）厚３の上
カッティングシート貼

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

面台取替：人工大理石 W3450× D155×厚 12程度

汚れ防止床（床タイル同高）W3450× D550

幼児用手洗器（自動水洗・管工事）・前出しＢＯＸ（建築工事）

人工大理石面台新設W2000× D155 人工大理石面台新設W2000× D155

引き戸枠新設

ステンレス床点検口６００角（既存塞ぎ、位置替え）

自動水洗付洗面器に取替（管工事）

ベビーシート新設

（管工事）
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工藤誠一郎
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図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古１番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎
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ｽﾃﾝﾚｽ見切用沓摺
W=40 厚2.0
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下地:ﾓﾙﾀﾙ厚30～50
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　　 ｽｶｲﾓﾙ厚40

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押ｴ 10*30*1.5
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ﾌｯ素樹脂塗装鋼板水切 板金加工
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ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押ｴ
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押ｴ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押ｴ

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押ｴ 10*30*1.5

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

矩計図１（改修前）
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Ｂ－０１２

女子トイレ 多目的トイレ 男子トイレ

床：磁器質100角ﾀｲﾙ張 床：磁器質100角ﾀｲﾙ張 床：磁器質100角ﾀｲﾙ張

1
0
0

内壁タイル100角撤去・張替

床：磁器質タイル100角撤去・張替

壁下部撤去部　１／３

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

内壁タイル現況のまま

カッター入れ

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）
（撤去張替） （撤去張替） （撤去張替）

（現況のまま）

（現況のまま）

（撤去）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（現況のまま）

（撤去）
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磁器質ﾀｲﾙ張
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矩計図２（改修前）
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床：磁器質100角ﾀｲﾙ張 床：磁器質100角ﾀｲﾙ張

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 撥水剤塗
（水洗い清掃）

（水洗い清掃） （水洗い清掃）

（現況のまま）

（現況のまま） （現況のまま） （現況のまま）

（現況のまま）

（水洗い清掃）

（現況のまま）

（現況のまま）

（撤去）

（撤去）

（現況のまま）

（撤去張替）
（撤去張替）
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出隅ｱﾙﾐｶﾗｰｺｰﾅｰ

見切ｱﾙﾐｶﾗｰ

壁化粧不燃板厚3貼

壁化粧不燃板厚3貼

壁出隅部　１／３

現況内壁タイル面

壁上部仕上見切部　１／３

壁下部仕上見切部　１／３

1
0
0

現況内壁タイル面

壁化粧不燃板厚3貼

見切ｱﾙﾐｶﾗｰ

床：磁器質タイル100角張替

巾木：床同材タイル100角張替

現況内壁タイル面

8

梁型コンクリート打ち放し
下地調整ＥＰ塗

女子トイレ 多目的トイレ 男子トイレ

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

ｼｰﾄ防水厚1.2 ｼﾙﾊﾞｰ仕上

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（改修）下地調整ＥＰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（改修）下地調整ＥＰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（改修）下地調整ＥＰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（改修）下地調整ＥＰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（改修）下地調整ＥＰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（改修）下地調整ＥＰ塗

ｽﾃﾝﾚｽｺｰﾅｰ見切

（現況のまま）

床：１００角タイル張替 床：１００角タイル張替 床：１００角タイル張替

巾木：床同材磁器１００角タイル張替 巾木：床同材磁器１００角タイル張替
巾木：床同材磁器１００角タイル張替

枠:花嵩岩厚20の上不燃化粧板厚3貼

枠:花嵩岩厚20の上不燃化粧板厚3貼

壁：磁器質ﾀｲﾙ張の上不燃化粧板厚3貼壁：磁器質ﾀｲﾙ張の上不燃化粧板厚3貼壁：磁器質ﾀｲﾙ張の上不燃化粧板厚3貼
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Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

床：１００角タイル張替

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(改修)下地調整ＥＰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 撥水剤塗

（水洗い清掃）

（水洗い清掃） （水洗い清掃）

壁：磁器質ﾀｲﾙ張の上に不燃化粧板厚３貼

枠:花嵩岩厚20の上不燃化粧板厚３貼

面板:人工大理石取替

モルタル金コテ押え下地

床：１００角タイル張替

面板:人工大理石取替
モルタル金コテ押え下地

巾木：床同材１００角タイル貼

巾木：床同材１００角タイル貼

（現況のまま）（現況のまま）

（水洗い清掃）

（水洗い清掃）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

（水洗い清掃）
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(改修)下地調整ＥＰ塗 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(改修)下地調整ＥＰ塗

壁：磁器質ﾀｲﾙ張の上に不燃化粧板厚３貼

壁：磁器質ﾀｲﾙ張の上に不燃化粧板厚３貼

矩計図２（改修後）
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現況のまま

女子トイレ
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多目的トイレ

多目的トイレ

トップライト

男子トイレ
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Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事
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上下はずらす

現況スラブ

短辺方向　Ｄ１０、Ｄ１３交互＠２００ 上下
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鉄筋　ＳＤ２９５

コンクリート Ｆ0＝２１N/mm2　Ｓ＝１８

現況和便器撤去跡スラブ閉塞

床下ピット点検ハッチ位置変更部スラブ閉塞
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差し筋アンカーＤ１０＠２００ タテヨコ上下
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現況和便器跡・点検口スラブ閉塞　１／１０

点検口　１／１０

和便器　１／１０

（改修）下地調整ＥＰ塗

コンクリート打放し（現況）

コンクリート打放し  撥水剤塗（現況のまま、水洗い清掃）

磁器モザイクタイル張（現況のまま、水洗い清掃）

600 600 600

3
0
0

6 00

3
0
0

6 00
6
0
0

100 500

（差し筋アンカー継手定着の為重ね溶接１０ｄ）

（差し筋アンカー継手定着の為重ね溶接１０ｄ）

Ｄ１０＠２００ タテヨコ上下

Ｄ１０＠２００ タテヨコ上下

天井伏図（改修前・改修後）・床伏図

天井伏図（改修前・改修後）　１／６０



４

巾木･壁

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古１番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

設　　計
Ａ２　１／５０
Ａ３　１／７１

Ａ Ｂ

2,240 2,200 2,240 2,200

Ｃ Ｄ

３ ４ Ｃ Ｂ ３４ ＣＢ

身障者用
トイレ

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
0
0
0

Ａ Ｂ

Ｂ’ Ｂ'' Ｃ Ｃ’ Ｄ Ｄ’

男性用トイレ

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

1
,
3
1
0

1
,
2
1
0

1
3
0

2
,
6
5
0

2
5
0

2
,
0
7
0

3
3
0

5 ,030

3,650 1,380

3,200

1
,
9
0
0

女性用トイレ Ａ

Ｂ１ ２ ３ Ｄ

Ｂ

2
,
6
7
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

Ｂ’

男性用トイレ

女性用トイレ

Ｃ Ｃ’

Ｄ Ｄ’ Ｄ ''

1,380 3,650 3,200

４ ５ ６ Ｄ Ｂ

Ｄ Ｂ

3,200

2
,
6
5
0

ＢＣ

2,200

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

1
,
3
1
0

2
,
6
5
0

2
5
0

2
,
0
7
0

3
3
0

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

1
,
9
0
0

1
,
2
2
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

2
,
1
0
0

1 ,3803,650

４５６

2
,
6
5
0

2
5
0

2
,
0
7
0

3
3
0

1,380

４５

2
,
6
7
0

9 35

2
,
6
7
0

2
,
1
0
0

3 ,200

ＤＢ Ｂ Ｃ

2,200

2
,
6
5
0

1
,
3
1
0

1
,
2
1
0

1
3
0

1
,
2
9
0

2
0

1
,
2
0
0

2
0

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

1
,
3
1
0 2
,
1
0
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

2
,
6
7
0

Ｄ Ｃ

2,200 1,380 3,650

１２３

1,380 3,650

１２３

3,200

Ｂ Ｄ

3,200

Ｂ Ｄ Ｂ Ｃ

2,200

2
,
1
0
02
,
6
5
0

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
1
0
0 2
,
6
7
0

2
,
1
0
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0 2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

1
,
9
0
0 2
,
6
5
0

1
,
3
1
0

1
,
2
1
0

1
3
0

1
,
9
0
0

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

2
,
1
0
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

2
,
6
7
0

４

１

２

３

５

６

天井 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

巾木･壁

巾木･壁

床

１

５

２ ４ １２

５

４ １２

５

４ １

５

２

６ ５

１ ３ １

４

２ １２

５

2
,
6
5
0

1
,
9
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

５

２

４

１

枠:花崗岩 厚20 本磨き

４１

６

３ １３

６

２

４

１

５

１３

６

１

６

４２

４

１

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

６５

１３１

４

２

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2枠:花崗岩 厚20 本磨き

２ １

５

１

６

４ １ ３

６

２

４

１

５ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

１ ３

６

２ １

５

１２

５

２

４

１

枠:花崗岩 厚20 本磨き

４ １

６

３

展開図（改修前）

５

洗面台撤去

洗面台撤去全面撤去全面撤去

（現況のまま）

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

（現況のまま）
全面撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

全面撤去

全面撤去 全面撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

（現況のまま）

全面撤去 全面撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去
天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

５全面撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去 全面撤去 引き戸撤去

全面撤去

天板:花崗岩 厚20 本磨き 撤去

洗面台撤去

改修は文字記入、記号のみは現況のままとする

内部仕上凡例

（現況のまま）
枠:花崗岩 厚20 本磨き

1,190 870 940 870

洗面台撤去

洗面台撤去

870 900

900 870

Ｂ－０１７

ﾌﾛｱｰﾀｲﾙ張

床

100角ﾀｲﾙ張

磁器質100角ﾀｲﾙ張 撤去

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事



巾木･壁

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古１番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

設　　計
Ａ２　１／５０
Ａ３　１／７１

４

１

２

３

５

６

天井

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

床

巾木･壁

巾木･壁

ﾌﾛｱｰﾀｲﾙ張床

展開図（改修後）

多目的トイレ

全面張替 全面張替 全面張替 全面張替

既存ステン枠ミガキ美装

引き戸取替

面台取替
面台取替

全面張替

全面張替

面台取替

全面張替 全面張替

面台取替

全面張替

洗面台取替

面台取替

洗面台取替

全面張替

全面張替

面台取替

全面張替 全面張替

全面張替

面台取替

全面張替 洗面台取替

改修は文字記入、記号のみは現況のままとする

内部仕上凡例

既存ステン枠ミガキ美装

洗面台取替

洗面台取替

４

巾木･壁

Ａ Ｂ

2,240 2,200 2,240 2,200

Ｃ Ｄ

３ ４ Ｃ Ｂ ３４ ＣＢ

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
0
0
0

Ａ Ｂ

Ｂ’ Ｂ'' Ｃ Ｃ’ Ｄ Ｄ’

男性用トイレ

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

1
,
3
1
0

1
,
2
1
0

1
3
0

2
,
6
5
0

2
5
0

2
,
0
7
0

3
3
0

5 ,030

3,650 1,380

3,200

1
,
9
0
0

女性用トイレ Ａ

Ｂ１ ２ ３ Ｄ

Ｂ

2
,
6
7
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

Ｂ’

男性用トイレ

女性用トイレ

Ｃ Ｃ’

Ｄ Ｄ’ Ｄ ''

1,380 3,650 3,200

４ ５ ６ Ｄ Ｂ

Ｄ Ｂ

3,200

2
,
6
5
0

ＢＣ

2,200

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

1
,
3
1
0

2
,
6
5
0

2
5
0

2
,
0
7
0

3
3
0

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

1
,
9
0
0

1
,
2
2
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

2
,
1
0
0

1 ,3803,650

４５６

2
,
6
5
0

2
5
0

2
,
0
7
0

3
3
0

1,380

４５

2
,
6
7
0

9 35

2
,
6
7
0

2
,
1
0
0

3 ,200

ＤＢ Ｂ Ｃ

2,200

2
,
6
5
0

1
,
3
1
0

1
,
2
1
0

1
3
0

1
,
2
9
0

2
0

1
,
2
0
0

2
0

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

1
,
3
1
0 2
,
1
0
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

2
,
6
7
0

Ｄ Ｃ

2,200 1,380 3,650

１２３

1,380 3,650

１２３

3,200

Ｂ Ｄ

3,200

Ｂ Ｄ Ｂ Ｃ

2,200

2
,
1
0
02
,
6
5
0

2
,
6
7
0

2
,
6
7
0

2
,
1
0
0 2
,
6
7
0

2
,
1
0
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0 2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

1
,
9
0
0 2
,
6
5
0

1
,
3
1
0

1
,
2
1
0

1
3
0

1
,
9
0
0

1
,
9
1
0

6
1
0

1
3
0

2
,
1
0
0

7
5

2
,
2
1
0

3
8
5

2
,
6
7
0

４

１

２

３

５

６

天井 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

床

巾木･壁

巾木･壁

ﾌﾛｱｰﾀｲﾙ張床

１

５

２ ４ １２

５

４ １２

５

４ １

５

２

６ ５

１ ３ １

４

２ １２

５

2
,
6
5
0

1
,
9
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

５

２

４

１ ４１

６

３ １３

６

２

４

１

５

１３

６

１

６

４２

４

１

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

６５

１３１

４

２

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

２ １

５

１

６

４ １ ３

６

２

４

１

５ｽﾃﾝﾚｽ沓摺 W=40 厚2

１ ３

６

２ １

５

１２

５

２

４

１ ４ １

６

３

５

５

改修は文字記入、記号のみは現況のままとする

内部仕上凡例

1,190 870 940 870

870 900

900 870

Ｂ－０１８

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 下地調整ＥＰ塗

100角ﾀｲﾙ張の上不燃化粧板厚3貼

磁器質100角ﾀｲﾙ張替

下部高100のみ床同材に張替

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

面台取替

面台取替

面台取替

枠:花崗岩厚20の上不燃化粧板厚3貼

枠:花崗岩厚20の上不燃化粧板厚3貼

枠:花崗岩厚20の上不燃化粧板厚3貼

枠:花崗岩厚20の上不燃化粧板厚3貼

盗撮防止トイレブース



2
,
6
7
0

6
7
0

2
,
0
0
0

△ CH

▽ FL

▽ FL

△ CH

2
,
0
0
0

6
7
0

2
,
6
7
0

身障者用トイレ

化粧鋼板厚０.8

１００

－

－

－

附属金物一式、ガラリ、ステンレス製枠、戸袋なし

既存ステン枠ミガキ美装

引き戸撤去

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古１番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

設　　計
Ａ２　１／５０
Ａ３　１／７１

使 用 場 所

材 質 仕 上

見 込

硝 子

付 属 金 物

額 縁 ・ 沓 摺

備 考

建具
建具名称 個　数

記号

使 用 場 所

材 質 仕 上

見 込

硝 子

付 属 金 物

額 縁 ・ 沓 摺

備 考

建具
建具名称 個　数

記号

使 用 場 所

材 質 仕 上

見 込

硝 子

付 属 金 物

額 縁 ・ 沓 摺

備 考

建具
建具名称 個　数

記号

姿 図

姿 図

姿 図

１
１

Ｐ
トイレブース

▽ FL

△ CH

3,450

100 600 550 600 550 600 450

１

1
,
9
0
0

7
5
0

２枚

1,030

1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

女性用トイレ

４０

メラミン化粧板

－

－

ステンレス笠木、ラバトリーヒンジ、戸当り帽子掛け、表示錠、戸当り、グレビティーヒンジ、ステンレス巾木

Ｐ
トイレブース

▽FL

△ CH

２

撤去処分

1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

（本工事）
撤去処分（本工事）

－

１
Ｐ

トイレブース
３

撤去処分（本工事）

▽FL

△ CH

1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

女性用トイレ

４０

メラミン化粧板

－

－

－

４０

メラミン化粧板

－

－

－

男性用トイレ

ステンレス笠木、ラバトリーヒンジ、戸当り、グレビティーヒンジ、ステンレス巾木
ステンレス笠木、ラバトリーヒンジ、戸当り帽子掛け、表示錠、
戸当り、グレビティーヒンジ、ステンレス巾木

１

ＡＤ
１片引き吊り戸

撤去処分（本工事）

１
Ｐ

トイレブース

▽FL

△ CH

3,450

１

1
,
9
0
0

7
5
0

1 ,030

1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

Ｐ
トイレブース

▽FL

△ CH

1,200

300 600 300

1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

（本工事）

１
Ｐ

トイレブース

1,200

500 600 100

▽ FL

△ CH

1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

１片引き吊り戸
１

ＡＤ

Ａ Ｂ Ｃ

１枚 新設

改修（本工事）

新設（本工事） 新設（本工事）

1,275

338 600 338

1,275

575 600 100

1,110

210 900

900

600 600 945 600 705

Ｂ－０１９
図面名称

多目的トイレ

鋼板厚０．６　ポリエステル系焼付化粧鋼板

ステンレス厚１.5 ＨＬ　　ステンレス沓摺厚１.5　ＨＬ

建具一体枠ステンレス厚１.5 取替

女子トイレ 女子トイレ 男子トイレ

－

－

－

－

－

－

１枚
1
,
9
0
0

7
5
0

2
,
6
5
0

支柱

100

1,000

枠１０５＋額縁２１５　　扉４０

－

棒引手（２段）,本締表示錠（外非常開装置付）,ハンガーレール，付属金物一式

仕切板挟み込み

（ガラスブロック補修時取外可）

5
0

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

Ａ

300

300

7
0
0

1
0
0

6
0
0

Ｍ Ｂ
幼児用手洗器前出しＢＯＸ

面台：人工大理石厚１２程度

壁：モルタル金コテ下地の上不燃化粧板厚３貼

上下壁際見切：アルミカラー　出隅：アルミカラーコーナー

巾木：床同材タイル張 高１００

多目的トイレ

１

250

2
5
0

新設（本工事）

建具表（改修前・改修後）　幼児用手洗器前出しＢＯＸ

6
0

6
0

6
0

6
0

メラミン複合積層板（芯材：フェノール樹脂層一体成形）

１６

丁番型グレビティヒンジ、表示打掛錠、帽子掛け戸当り

ステンレス笠木、扉エッジレス、ステンレス巾木（一部支柱）

メラミン複合積層板（芯材：フェノール樹脂層一体成形）

１６

メラミン複合積層板（芯材：フェノール樹脂層一体成形）

１６

ステンレス笠木、扉エッジレス、ステンレス巾木（一部支柱）

ステンレス笠木、扉エッジレス、ステンレス巾木ステンレス笠木、扉エッジレス、ステンレス巾木

丁番型グレビティヒンジ、ＳＫ打掛錠、外開き戸当り

給気ガラリ、制動装置、エンドストッパー

860 260
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SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

設　　計

電 灯 設 備

コ ン セ ン ト 設 備

撤 去 工 事

照明器具を取替（新設）を新設する工事一式

コンセントを取替（新設）を新設する工事一式

図示設備を撤去する工事一式

Ｅ－００１

ＮＯＮ Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

電気工事仕様書

種　　　　目 工　　事　　概　　要

I. 工事種目

II. 共通仕様

特記仕様書及び図面に記載されていない事項は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工

とする.

III. 特記仕様1(一般共通事項)

1.　本工事に必要な工事用電力, 水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む.

　　官公署その他への届出手続等は(標仕 <1>1.1.3)により行う. なお, (監理指針 <1>1.1.3)を参考とする.

2.　工事の着手に先立ち工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し, 監督員に提出する. また, 品質計画及び工種

　　別の施工計画書並びに施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し, 監督員に提出する. 品質計画及び施工図等については, 

　　監督員の承諾を受ける. (標仕 <1>1.2.2, <1>1.2.3) 

    品質管理は, 適切な時期に品質計画に基づき確認, 試験又は検査を行う. 結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は,

　　品質計画にしたがって適切な処理を施す. 

  　また, その原因を検討し, 再発防止のための必要な処置をとる. (標仕 <1>1.3.4, 監理指針 <1>1.3.4)

    使用する機材が, 設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料 (製作図，試験成績書を含む) を監督員に

　　提出する.  (JISマーク等表示品を除く) (標仕 <1> 1.4.2)

　　上記の施工計画書には, 「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること.

3.　設計図書に疑義が生じたり, 現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたとき

　　は, 「疑義に対する協議等」(標仕 <1>1.1.8)による.

4.  本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については, 工事着手前に資格者名簿を提出する.

5.  本工事のうち建築工事, 電気工事及び管工事について下請業者を使用する場合は, 工事の施工に十分な能力と経験を有した

　　者を選定すること.

6.  機器類は, 図示する形状又は配管などの取出し位置等により, 特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない.

　　梁, スラブ等の構造体貫通の場合は, 施工方法について監督員の確認を受けた後に施工する.

IV. 特記仕様2(特記事項)

1.  最上階の天井配管は, 原則二重天井内のいんぺい施工とし, 屋上スラブへの埋め込みは行わない. (最上階が二重天井の場

　　合に限る.)

2.  長さ1m以上の入線しない電線管には1.2㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入する.(標仕 <2>2.2.9, <2>2.12.4)

3.  フラッシュプレートの材質は新金属製とする.

4.  カバープレート及びプルボックス蓋にはシール等で用途別表示を行う. なお, 屋外部分の表示はエッチングプレート等の耐

　　候性を有するものとする.

5.  盤内, 幹線プルボックス内, ケーブルラック上の要所, マンホール・ハンドホール内, その他の要所には合成樹脂製, ファ

　　イバ製等の表示札等を取付け, 回路の種別, 行先等を表示する. (標仕 <2>2.2.10，<2>2.12.5) 

　　なお, 屋外において直接外気に触れる場所(盤内, プルボックス内を除く. )及びマンホール・ハンドホール内の表示札等は

　　エッチングプレート等の耐候性を有するものとする.

    (1) PCBを含む機器は，調書を添えて引き渡しとする.

8.  分電盤, 制御盤, 端子盤などの2次側以降の配線で, 配線経路, 電線太さ, 電線本数, 管径などは監督員との協議により図

　　面表示と多少相違させてよい.

9.  分電盤からの予備配管として, 分電盤の予備回路数(スペースを含む)に応じた配管を天井裏まで立上げる.

10. EＤ接地極の材料はEBとしD=10, L=1,500とする.  接地極の埋設位置には, 屋外灯のポール等で埋設位置が明確な場合を除い

　　て接地極埋設標を設ける.

11．PF管は波付一重管, タイプ-25とする.

12. 屋外及びピット内の支持金物等はステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とする.

    示を行う.

15. 地中管路の埋設深さは車両道路は 0.6m以上, それ以外は 0.3m以上とし, 高圧地中配線以外も埋設標識シートにより埋設標

　　屋内, 屋外及びピット内の支持金物等のうち, ステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製のものは, 原則塗装を行わない.

 　 (3) 屋外に使用するものはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とする. 

　　屋外布設の厚鋼電線管は, めっき付着量が300g/m２のものを使用し, 塗装不要とする.

　　　  用のアンカーは金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーとする. 

    亜鉛めっき金属電線管はエッチングプライマー1種(JIS-K-5633)による化学処理を行った後調合ペイント2回塗りとする.

    ( ・ 一般居室，廊下等　　・              　　　　　                         )

14. 次の部分の露出する電線管, 支持金物, 架台等は塗装を行う.

13. あと施工アンカーボルトの選定については, 次による. 

　　(1) 機器類の固定には, 金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーを使用し, 次の機器については, 施工後確認試験を

　　(2) 配管の吊り及び支持材の固定には, その自重に十分耐えうるアンカーを使用する. なお, 耐震支持に使用する躯体取付

　      行う. ( ・ 受変電設備　　・自家発電装置　　・太陽光発電設備（蓄電池を含む）　　・配電盤 　        　　   ) 

6.  屋外の金属製防水形プルボックスは,  ( ステンレス製 ・ 鋼板製 )とし，( メラミン焼付塗装 ・ 溶融亜鉛めっき製 

　　・ 塗装を行わない )とする.

10. 耐震施工

　　「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説(平成8年版)(建設大臣官房官庁営繕部監修)」によることとし, 施工は「建築設

　　備耐震設計・施工指針(2005年版)(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)」による.

　　(1) 本工事の建物分類は( 特定の施設 ・ 一般の施設 )であり, 地域係数は( 1.0 ・ 0.9 )とする.

　　(2) 設計用水平地震力は, 機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に, 地域係数及び設計用標

　　　　準水平震度を乗じたものとする. なお, 特記なき場合の設計用水平震度は次による.

　設計用標準水平震度 特定の施設 一般の施設

一般機器重要機器一般機器重要機器機器種別設置場所

上層階, 　　
屋上及び塔屋

中層階

1階及び地下階

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

　　　　　(注) 上層階の定義は次のとおりとする.

　　　　　　　 2～6階の場合は最上階, 7～9階の場合は上層2階, 10～12階建の場合は上層3階, 13階以上の場合は上層4階

　　　　　重要機器　( ・ 配電盤　・ 自家発電装置　・ 交換機　・ 直流電源装置　・ UPS　・ 火災報知受信機　

　　　　　　　　　　　・ 中央監視制御装置　・ 構内情報通信網装置　・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　　(3) 設計用鉛直地震力は, 設計水平地震力の1/2とし, 水平地震力と同時に働くものとする.

　　(4) 質量100kg以下の軽量な機器(標仕の適用を受けるものは除く)の取付については, 機器製造者の指定する方法で確実に

　　　　取付けを行うものとし, 特に計算を行わなくともよい.

11. 各種荷重計算

    対象機材　( ・ 避雷針支持管　・ テレビアンテナマスト　・ 風力発電装置　・ 太陽電池アレイ　・ 　　　　　　　　)

12. 強度計算

    対象機材　( ・ ブロックマンホール及びハンドホール　・ 自家発電装置配管類支持材　　・ ケーブルラック支持材

　　　　　　　　・ 垂直ケーブルの最終端支持材　・ 照明用ポール　・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

13. コンクリート工事

　　受変電盤基礎　( ・ 強度試験 ( ・ 公共試験機関　・ JIS工場 ) 　・ 構造体強度補正値(S)による補正　・ 調合表提出

　　　　　　 　　　 ・ アルカリ骨材反応抑制対策確認　　・ 鉄筋材料の規格品証明書提出 )

　　(2) 空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律をはじめとする関係

　　　　法令に基づき，作業や手続きを行う. 家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法により処理する

　　　　こと.

　　製造者において試験方法を定めている項目については, 試験要領書を提出する.

機　材　名　・　注　記品　　　　目

鋳鉄製ふた(マンホールふた)

中央監視制御装置

監視カメラ装置

パワーコンディショナを含む. )　　※太陽電池アレイ及び接続箱を除く

出力10kW以上のパワーコンディショナ及び系統連系保護装置(系統連系保護機能を有する太陽光発電装置

300kVA以下のもの交流無停電電源装置

蓄電池

据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

ベント形据置鉛蓄電池, 制御弁式据置鉛蓄電池

高圧交流遮断器, 高圧進相コンデンサ, 高圧限流ヒューズ, 高圧負荷開閉器

高圧変圧器(特定機器), 高圧避雷器

高圧機器

分電盤(実験盤を含む), 制御盤, キュービクル式配電盤, 高圧スイッチギヤ(CW形, PW形)盤類

　　(3) 製造又は施工の実績があり, その信頼性があること. 

　　(2) 法令等で定めがある場合は, その許可, 認可, 認定又は免許を取得していること. 

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること. 

　　品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督員の承諾を受ける.

2.　下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(3)の事項を満たすものとし, 証明となる資料又は外部機関が発行する

　　ものを使用する場合は, あらかじめ監督員の承諾を受ける.

1.  本工事に使用する材料・機材等は, 設計図書に定める品質及び性能を有するもの, 又は同等のものとする. ただし, 同等の

    出する.

　　抗を測定する.

V. 機材等

17. 改修又は増設工事等において既設配線との接続が本工事に含まれる場合は, 工事着手前及び工事完了後に既設配線の絶縁抵

18. 分電盤等において, 外部から分岐回路の接地線を接続する端子又は銅帯は, 分岐回路の配線用遮断器等の負荷側近くに設け

19. 太さ14mm２以上の電線をターミナルラグにより機器に接続する場合は, 増締確認の表示を行う. (標仕 <2>2.1.2)

20. ケーブルを集合して束ねる場合は, 許容電流について必要な補正を行い, 配線の太さに影響を与えない範囲で束ねる. (標

21. 機材の検査に伴う試験については, 標仕 <1>1.4.5により行う．

22. 通信・情報設備の弱電流電線は絶縁抵抗測定を行う. (標仕 <6>2.28.2)

23. 自家用電気工作物の保安規程に基づき, 電気主任技術者による工事中の点検並びに工事完成時の検査を実施し, 成績書を提

16. 地中管路に耐候性のない管材を使用する場合は, 地上立ち上がり部で耐候性のある管材に接続すること. 

れの工事に係る標準仕様書による. また, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針(令和元年版)」を参考

事編)(平成31年版)」(ただし, 改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)」)及び「公共

建築設備工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)」による. なお, 本工事が建築工事又は機械設備工事を含む場合は, それぞ

7.  スリーブ材料及び施工は, 標仕 <1>2.9.1, 標準図 電力71～74, 監理指針 <1>2.9.1, <2>2.1.12 による.

　　る.(標仕 <2>1.7.4) なお, 単線接地線の接続にはセルフアップねじ等電線じか接続可能な端子とすることが望ましい.

　　仕 <2>2.10.4.5)

　　※強度試験の立会いについて, 試験を第３者機関で行う場合は, 現場代理人又は主任(監理)技術者が, JIS工場の場合は, 

　　　立ち会い者を定め監督員の承認を受け，行うものとする. 

8.  本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は, 既成にならい補修する.

9.  発生材の処理等は, 「発生材の処理等」(標仕 <1>1.3.9)により行う.

7.  既存のコンクリート床, 壁等の配管貫通部の穴開けは, 原則としてダイヤモンドカッターによる. (改修標仕 <1>2.11.3)

LED照明器具 一般屋内用に限る．

電気工事仕様書



縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

設　　計

分電盤結線図・照明器具姿図

ＮＯＮ

盤　　　　　　名

電 気 方 式

種 類

相 線

電 圧

備 考

キャビネット形式

定　格
ＭＣＢ

ＡＴ Ｐ

回　路

No,

電
圧

(Ｖ)

負荷設備容量（ＶＡ）

そ

の

他

コ
ン
セ
ン
ト

定　格
ＭＣＢ

ＡＴＰ

回　路

No,

電
圧

(Ｖ)

負 荷 名 称

負荷設備容量（ＶＡ）

そ

の

他

コ
ン
セ
ン
ト

照
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2

2

2 2
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ＥＬＢ３Ｐ

L-1Ｌ　－　１

分 電 盤 結 線 図 （ 改 修 前 ）
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Ｗ（壁掛型）

Ａ Ｃ

１ φ ３ Ｗ

１００Ｖ／２００Ｖ

2

2 2

2100

ＥＬＢ３Ｐ

L-1

ト イ レ 電 灯

3

　３０ＡＦ
　３０ＡＴ

分 電 盤 結 線 図 （ 改 修 後 ）

トイレコンセント

トイレコンセント

2

4

Ｌ Ｅ Ｄ シ ー リ ン グ ラ イ ト

　消費電力 7.3W　器具光束 650lm

　白熱電球100形 1灯器具相当　昼白色（ 5000K）

Ｌ Ｅ Ｄ シ ー リ ン グ ラ イ ト

B L - 1 B L - 2 　消費電力 7.3W　器具光束 480lm

防 雨 型

防 雨 ・ 防 湿 型

天井・壁直付型

防 雨 型

ＬＥＤウォールブラケットライト

B L - 3

　直管形蛍光灯FL20形 1灯器具相当　昼白色（5000K）

防 雨 ・ 防 湿 型

Ｌ Ｅ Ｄ ダ ウ ン ラ イ ト

埋 込 穴 1 0 0 φ

D L - 1

　白熱電球60形 1灯器具相当　昼白色（5000K）

　白熱電球80形 1灯器具相当　昼白色（5000K）

　消費電力 6.3W　器具光束 500lm

防 雨 ・ 防 湿 型

壁 面 取 付 型

P L - 1

　閃光数120回／分　壁面取付支持金物共

　消費電力 3.0W　   AC100V

トイレコンセント 予 備 回 路

予備回路スペース 予備回路スペース

トイレコンセント

トイレコンセント トイレコンセント6520 2 100 100 202

1,500　100

　1001,400 1,260

  700

　2002,660

2,860

3,460

6,320

負荷設備容量計　　 　　　　 　 6,320VA

　６，３２ＫＶＡ

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

Ｌ Ｅ Ｄ 赤 色 回 転 灯

※  消費電力・器具光束値は参考とする。照 明 器 具 姿 図 （ 新 設 ）

　公共施設型番：LBF3MP/RP-2-06

1,260

Ｌ － １ （ 既 設 ）

※　特　記

回路No5.No6

１，既設Ｌ－１盤の予備スペースに新設ＥＬＢの実装を行い、

　　新設ＥＬＢ回路は各回路Ｎｏ５、Ｎｏ６とする。

Ｅ－００２

新設ELB回路



1,010 1,320 285 810 285 220 1,800 220 285 810 285 1,320 1,010 1,320

3,650 1,380 2,240 1,380 3,650

12,300

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

１ ６５４３２

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

ブロアー庫
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1,320

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計
Ａ２　１／３０
Ａ３　１／４２

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

　既設照明器具リスト

　既設照明器具リスト

１

１

　既設照明器具リスト

１

　既設照明器具リスト

１

　既設照明器具リスト

１
　ＦＤＬ１３Ｗ × １

　ブ ロ ア  ー  庫

　蛍光灯（直付型）

　ＦＬ２０Ｗ  ×  １

　多 目 的  ト イ  レ

　ブラケット灯（角型）

　エ  ン  ト  ラ  ン  ス

　ダウンシーリング

　ＦＤＬ１３Ｗ  ×  １ 　ＦＤＬ１３Ｗ × １

　ブラケット灯（角型） 　ブラケット灯（角型）

　ＦＤＬ１３Ｗ × １
４ ４

　ＦＤＬ１３Ｗ × １

　ＦＤＬ１３Ｗ × １

　ブラケット灯（丸型） 　ブラケット灯（丸型）

　女  子  ト  イ  レ 　男 子 ト イ  レ

記　号 名　称

　本工事でさわらない配管配線を示す。

凡 例 （ 改 修 前 ）

　本工事でさわらない分電盤を示す。

　本工事で撤去を行う照明器具を示す。

ＥＥ

１

ＬＳ

　既設照明器具リスト

　屋　　外

　回　転　灯 ２

LS

　本工事でさわらないスイッチを示す。

　本工事でさわらない自動点滅スイッチを示す。

　本工事で撤去を行う非常用押釦を示す。

３

　本工事でさわらない自動人感スイッチを示す。

EE

　本工事でさわらないアウトレットボックスを示す。　

電灯設備図－平面詳細図（改修前）

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

（　現況のまま　）Ｌ－１

Ｅ－００３

　本工事でさわらないコンセントを示す。

　本工事で撤去を行う回転灯を示す。
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1,320
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男子トイレ

縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計
Ａ２　１／３０
Ａ３　１／４２

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事電気

４

ＥＥ

１

ＬＳ

３

記　号 名　称

　本工事でさわらない配管配線を示す。

凡 例

　本工事でさわらない分電盤を示す。

LS

　本工事でさわらないスイッチを示す。

　本工事でさわらない自動点滅スイッチを示す。

　本工事でさわらない自動人感スイッチを示す。

EE

　本工事でさわらないアウトレットボックスを示す。　

　新設照明器具リスト

　女 子 ト  イ  レ

　ＢＬ－２ １

Ｌ－１ （　既　設　）

　新設照明器具リスト

　ブ  ロ  ア  ー  庫

　ＢＬ－３ １

　新設照明器具リスト

１

　多  目  的  ト  イ  レ

　ＢＬ－１

　ＢＬ－１

　新設照明器具リスト

１

　新設照明器具リスト

　エ  ン  ト  ラ  ン  ス 　屋　　外

　ＰＬ－１ ２　ＤＬ－１

４

　新設照明器具リスト

　ＢＬ－２ １

　ＢＬ－１

　男  子  ト  イ  レ

（ 改 修 後 ）

　本工事で新設を行う照明器具を示す。

　本工事で新設を行う回転灯を示す。

　本工事で新設を行う非常用押釦を示す。

電灯設備図－平面詳細図（改修後）
Ｅ－００４

　本工事でさわらないコンセントを示す。
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縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計
Ａ２　１／３０
Ａ３　１／４２

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

（　現況のまま　）Ｌ－１

ＷＰ

ＷＰ ＷＰ

２

記　号 名　称

　本工事でさわらない配管配線を示す。

凡 例 （ 改 修 前 ）

　本工事でさわらない分電盤を示す。

 ＷＰ 　本工事で撤去を行う防水コンセントを示す。

　本工事でさわらないコンセントを示す。

　本工事でさわらないアウトレットボックスを示す。　

３

コンセント設備図－平面詳細図（改修前）
Ｅ－００５
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Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事電気

Ｌ－１

２

３

記　号 名　称

　本工事でさわらない配管配線を示す。

凡 例

　本工事でさわらない分電盤を示す。

　本工事でさわらないコンセントを示す。

　本工事でさわらないアウトレットボックスを示す。　

コンセント設備図－平面詳細図（改修後）

※　特　記

４

MMA

（ 改 修 後 ）

　本工事で新設を行う配管配線を示す。

配　線　・　配　管記　号

（　既設　）

2EET

2EET

2EET

2EET2E 2E

 2E

 EET

 2EET

５

Ｅ－００６

ET

ET

ET

１，配線立下立上・露出部は適合Ｅ管にて保護する。
２，ピット内の配線は適合Ｇ管にて保護する。
３，既設Ｌ－１盤の予備スペースに新設ＥＬＢの実装を行い、
　　新設ＥＬＢ回路は各回路Ｎｏ５、Ｎｏ６とする。

　ＥＭ－ＩＥ２．０×３　（　Ｇ１６／ピット内配管　）

　ＥＭ－ＩＥ２．０×３　（　Ｅ１９／　露出配管　　）

　　新設特記　　※特記無き配線・配管は下記による。

 ET 　本工事で新設を行う露出コンセントＥＴ付を示す。

　本工事で新設を行う露出ダブルコンセント接地を示す。

　本工事で新設を行う露出コンセント接地ＥＴ付を示す。

　本工事で新設を行う露出ダブルコンセント接地ＥＴ付を示す。
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設　　計

ＮＯＮ

排 　 水 　 設 　 備

給 　 水 　 設 　 備

衛 生 器 具 設 備

図示設備を撤去する工事一式

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

図示位置への衛生器具取付工事一式

図示位置への給水配管工事一式

図示位置への排水配管工事一式

撤 　 去 　 工 　 事

管工事仕様書

種　　　　目 工　　事　　概　　要

品　　　　目 機　材　名　・　注　記

ボイラー

温水発生機

ポンプ類

タンク

鋼製簡易ボイラー, 鋳鉄製ボイラー, 鋼製小型ボイラー, 鋼製ボイラー

真空式温水発生機(鋼製・鋳鉄製), 無圧式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)

横形遠心ポンプ, 立形遠心ポンプ, 水中モーターポンプ(汚水用, 雑排水用, 汚物用)

マンホールふた, 弁桝ふた

スプリンクラー消火システム, 不活性ガス消火システム, 泡消火システム

鋳鉄製ふた

FRP製パネルタンク, ステンレス鋼板製パネルタンク(溶接組立形, ボルト組立形)

密閉形隔膜式膨脹タンク(給湯用)

消火装置

I. 工事種目

II. 共通仕様

特記仕様書及び図面に記載されていない事項は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工

とする.

III. 特記仕様1(一般共通事項)

1.　本工事に必要な工事用電力, 水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む.

　　官公署その他への届出手続等は(標仕 <1>1.1.3)により行う. なお, (監理指針 <1>1.1.4)を参考とする.

2.　工事の着手に先立ち工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し, 監督員に提出する. また, 品質計画及び工種

　　別の施工計画書並びに施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し, 監督員に提出する. 品質計画及び施工図等については, 

　　監督員の承諾を受ける. (標仕 <1>1.2.2, <1>1.2.3) 

    品質管理は, 適切な時期に品質計画に基づき確認, 試験又は検査を行う. 結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は,

　　品質計画にしたがって適切な処理を施す. 

  　また, その原因を検討し, 再発防止のための必要な処置をとる. (標仕 <1>1.3.4, 監理指針 <1>1.3.4)

    使用する機材が, 設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料 (製作図，試験成績書を含む) を監督員に

　　提出する.  (JISマーク等表示品を除く) (標仕 <1> 1.4.2)

　　上記の施工計画書には, 「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること.

3.　設計図書に疑義が生じたり, 現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたとき

　　は, 「疑義に対する協議等」(標仕 <1>1.1.8)による.

4.  本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については, 工事着手前に資格者名簿を提出する.

5.  本工事のうち建築工事, 電気工事及び管工事について下請業者を使用する場合は, 工事の施工に十分な能力と経験を有した

6.  機器類は, 図示する形状又は配管などの取出し位置等により, 特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない.

　　梁, スラブ等の構造体貫通の場合は, 施工方法について監督員の確認を受けた後に施工する.

    (1) PCBを含む機器は，調書を添えて引き渡しとする.

IV. 特記仕様2(特記事項)

1.  配管の吊り及び支持は, 「標仕」及び「標準図」に従い行う. (標仕 <2>2.6.1, <2>2.6.3)

3.  管(排水管を除く)を屋外土中埋設する場合は管の保護のため砂の類にて管の周囲を埋め戻した後, 掘削土の良質土で埋め戻

　　し, 地中埋設表示(表示テープ及び埋設標)を行う. (標仕 <2>2.7.1, 監理指針 <2>2.7.1)

　　る.

6.  ガス管のコンクリート及びコンクリートブロック埋設部, 床下土中埋設部は, 合成樹脂被覆鋼管を使用する.

7.  スリーブ材料については, (標仕 <2>2.2.27, 監理指針 <2>2.2.27)による. 貫通部の処理については, (標仕 <2>2.8.1, 標

　　準図 施工1, 監理指針 <2>2.8.1)による. なお, 紙製仮枠を用いる場合は, 変形防止の措置を講じる.

8.  液化石油ガス設備は, 液化石油ガス設備士により気密試験を行い試験成績書を提出する.

9.  弁類で, 公営水道に直結する配管に使用するものは JIS-10Kとし, 高置水槽以降の配管に使用するものはJIS-5Kとする.

　　ただし, 特記部分は JIS-10Kとする.

10. 保温工事種別について, 給水管, 排水管及び給湯管は, 原則グラスウール保温材とする. 給水管の床下, 暗渠内及び屋外露

　　出部分は, ポリスチレンフォーム保温材とする. ただし, 耐火二層管は保温を行わない.

11. 消火管の屋外露出部分については, ポリスチレンフォーム保温材により保温を行う.

12. 給水用配管で, ポンプ廻りの防振継手, フレキシブルジョイント及び弁は保温を行わない.　

13. ポンプ及び屋外設置機器のアンカーボルト, ナットはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とし, 屋外

VI. 機材等

1.  本工事に使用する材料・機材等は, 設計図書に定める品質及び性能を有するもの, 又は同等のものとする. ただし, 同等の

　　ものを使用する場合は, あらかじめ監督員の承諾を受ける.

2.　下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(3)の事項を満たすものとし, 証明となる資料又は外部機関が発行する

　　品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督員の承諾を受ける.

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること. 

　　(2) 法令等で定めがある場合は, その許可, 認可, 認定又は免許を取得していること. 

　　(3) 製造又は施工の実績があり, その信頼性があること. 

　　者を選定すること.

14. あと施工アンカーボルトの選定については, 次による. 

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管        WSP 042 DVLP

　　(2) 配管の吊り及び支持材の固定には, その自重に十分耐えうるアンカーを使用する. なお, 耐震支持に使用する躯体取付

　　　  用のアンカーは金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーとする. 

15. 次に指定する部分の露出する配管, ダクト, 支持金物, 架台等のうち亜鉛めっき面及び合成樹脂面の塗装は行わない.

 　（ ・ダクトスペース, パイプシャフト内　　・　　　　　　　　　　　              　　　　　）

　　硬質塩化ビニル管にカラーパイプを使用する場合は, 監督員との協議により塗装を省略することが出来る.

　　次の部分の露出する電線管, 支持金物, 架台等は塗装を行う.

    ( ・ 一般居室，廊下等　　・              　　　　　                         )

    亜鉛めっき金属電線管はエッチングプライマー1種(JIS-K-5633)による化学処理を行った後調合ペイント2回塗りとする.

19. 洗面器類の排水トラップと鋼管又は塩ビ管との接続は, 専用アダプターによる.

20. 機器には名称及び記号を, 配管及びダクトには, 識別表示・用途・流れ方向を記入する. (標仕 <1>1.7.4)

　　(標仕 <2>2.9.1)

17. 衛生器具をコンクリート又はれんが壁に取り付ける場合は, エキスパンションボルト又は樹脂製プラグを使用し, 木れんが

　　の場合は, 防腐剤を塗布したものを壁体に埋込む. (標仕 <5>2.1.1)

18. 衛生器具をコンクリートブロック壁面に取り付けする場合は, 補強のため取付部分のブロック内の空洞部分をモルタル等で

　　埋める. また, 間仕切り壁等の場合は, 壁内に補強材を取り付ける. (監理指針 <5>2.1.1)

　　なお, 屋外及び水気のある場所(弁桝内等を含む)での機器の名称・配管識別表示等については, 塗装書き又は耐候性を有す

　　るカッティングシートとし, バルブの状態表示を示す表示札等については, 合成樹脂製又はアクリル製で文字等がシルク印

　　刷又はエッチング加工されたものとする.

　　要領」を提出する.

　　る現場施工型浄化槽の機材の仕様については参考とする.

　　分な防臭性能及び耐候性を有すること.

　　については絶縁抵抗測定を行う.

　〃

給　水

　〃

　〃

排水・通気

　〃　(地中埋設部)

　　〃

　　〃

排　水(衛生器具接続部)

　〃　(屋外)

　〃

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

水道用ポリエチレン二層管

水道配水用ポリエチレン管

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

耐火二層管(内管VP) 

下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

JWWA K 116

JIS K 6762

JWWA K 144

JIS K 6741

AS 62

JIS K 6742

JIS K 6741

JWWA K 116　　SGP-VD (管端防食継手)

①W又は②W

VP

RS-VU

VP

番　号

HIVP

用　　　　途 名　　　　称 備　　考

SGP-VA (管端防食継手)

EF継手

給　湯

　〃

　〃　(地中埋設部)

　〃　(コンクリート埋設部)

消　火

　〃　(地中埋設部)

ガ　ス

油

銅管(Mタイプ)

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

保温付被覆銅管

被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管(白)

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(黒)

配管用炭素鋼鋼管(白)

ガス用ポリエチレン管

配管用炭素鋼鋼管(黒)

JIS H 3300

JWWA K 140

JIS G 3452

WSP 041

JIS G 3452

JIS K 6774

JIS G 3452

原管
JIS H 3300

SGP-HVA (管端防食継手)

SGP

SGP-VS

SGP

SGP

　〃　(地中埋設部)

　　屋外布設の厚鋼電線管は, めっき付着量が300g/m２のものを使用し, 塗装不要とする.

 　 (3) 屋外に使用するものはステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製(HDZ35以上)とする. 

21. 機材の検査に伴う試験については, 標仕 <1>1.4.6により行う．製造者において試験方法を定めている項目については, 試

　　験要領書を提出する.

22. ユニット形浄化槽の製作に際しては「製品検査要領」を提出した後, 製品検査を実施する. 現地据付に際しては「据付検査

23. ユニット型浄化槽は国土交通大臣の型式認定品とし, 製造者標準仕様品とする. 「本体構造等」(標仕 <8>3.1.1)で準用す

24. 浄化槽の蓋(枠を含む)は, 溶融亜鉛めっき仕上げの鋼板製若しくは溶融亜鉛めっき仕上げの鋳鉄製とし, 固定が確実で, 十

25. 試運転調整にあたっては, (監理指針 参考資料 資料2 試運転調整法 2.1, 2.2)を参考とする. 低圧屋内配線, 弱電流電線

　　屋内, 屋外及びピット内の支持金物等のうち, ステンレス製(SUS304)又は溶融亜鉛めっき製のものは, 原則塗装を行わない. 

　　(1) 機器類の固定には, 金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーを使用し, 次の機器については, 施工後確認試験を

　　    行う．( ・ 受水槽　　・高架水槽　　・給水ポンプ装置　　・　　　　　　　　　　　　 　                    )

V. 使用材料(管材)

10. 耐震施工

　　「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説(平成8年版)(建設大臣官房官庁営繕部監修)」によることとし, 施工は「建築設

　　備耐震設計・施工指針(2005年版)(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)」による.

　　(1) 本工事の建物分類は( 特定の施設 ・ 一般の施設 )であり, 地域係数は( 1.0 ・ 0.9 )とする.

　　(2) 設計用水平地震力は, 機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に, 地域係数及び設計用標

　　　　準水平震度を乗じたものとする. なお, 特記なき場合の設計用水平震度は次による.

　設計用標準水平震度 特定の施設 一般の施設

設置場所

上層階, 　　
屋上及び塔屋

中層階

1階及び地下階

機器種別

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

　　　　　(注) 上層階の定義は次のとおりとする.

　　　　　　　 2～6階の場合は最上階, 7～9階の場合は上層2階, 10～12階建の場合は上層3階, 13階以上の場合は上層4階

　　　　　重要機器　( ・ 防災機器　・ 火気を使用する機器　・ タンク類　・ 　　　　　　　　　　　　　　 )

　　(3) 設計用鉛直地震力は, 設計水平地震力の1/2とし, 水平地震力と同時に働くものとする.

　　　　取付けを行うものとし, 特に計算を行わなくともよい.

　　(4) 質量100kg以下の軽量な機器(標仕の適用を受けるものは除く)の取付については, 機器製造者の指定する方法で確実に

11. 各種荷重計算

    対象機材　( ・ 屋上, 塔屋等に設置する機器  ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

12. 強度計算

    対象機材　( ・ 配管及びダクト支持材　・ 煙道支持材　・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

13. コンクリート工事

　　受水槽基礎　　( ・ 強度試験 ( ・ 公共試験機関　・ JIS工場 ) 　・ 構造体強度補正値(S)による補正　・ 調合表提出

　　　　　　 　　　 ・ アルカリ骨材反応抑制対策確認　　・ 鉄筋材料の規格品証明書提出 )

　　(2) 空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律をはじめとする関係

　　　　法令に基づき，作業や手続きを行う. 家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法により処理する

　　　　こと.

5.  給湯管のコンクリート及びコンクリートブロック埋設部は被覆銅管を, 床下土中埋設部は保温付被覆銅管をそれぞれ使用す

2.  床下土中埋設配管についても吊り又は支持を行い, 管の保護のため山砂の類にて管の周囲を埋め戻した後, 掘削土の良質土

　　で埋め戻す.

4.  排水管を屋外土中埋設する場合は, 「標仕」の当該事項に従い根切り底には再生クラッシャーランを遣り方にならい敷き込

　　み, 突き固めた後, 管をなじみ良く布設する. 埋め戻しは, 山砂の類で管の周囲を埋め戻し十分充てんした後, 掘削土の良

　　質土で所定の埋め戻しを行う. (標仕 <2>2.7.1, 監理指針 <2>2.7.1)

れの工事に係る標準仕様書による. また, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事監理指針(令和元年版)」を参考

建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成31年版)」による. なお, 本工事が建築工事又は電気設備工事を含む場合は, それぞ

事編)(平成31年版)」(ただし, 改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)」)及び「公共

　　※強度試験の立会いについて, 試験を第３者機関で行う場合は, 現場代理人又は主任(監理)技術者が, JIS工場の場合は, 

　　　立ち会い者を定め監督員の承認を受け，行うものとする. 

16. 水圧試験, 満水試験, 気密試験等は, 配管途中若しくは隠ぺい, 埋め戻し前又は配管完了後の塗装又は保温施工前に行う.

8.　本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は, 既成にならい補修する.

9.　発生材の処理等は, 「発生材の処理等」(標仕 <1>1.3.9)により行う.

7.　既存のコンクリート床, 壁等の配管貫通部の穴開けは, 原則としてダイヤモンドカッターによる. (改修標仕 <2>4.1.3)

管工事仕様書
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縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎
図面名称

ＮＯＮ Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

衛生器具リスト表

計
国交省記号・標準図符号

衛　生　器　具　表

器　　具　　名 女子トイレ 男子トイレ
多 目 的
ト イ レ

洋 風 便 器

（ 注 記 ）

屋 外附 　 　 属 　 　 品

自 動 洗 浄 小 便 器

紙 巻 器

２ 連 紙 巻 器

手 す り

跳 ね 上 げ 手 す り

小 便 器 用 手 す り

背 も た れ

洗 面 器

自 動 水 栓

洗 面 カ ウ ン タ ー

壁 掛 手 洗 器

幼 児 用 壁 掛 手 洗 器

化 粧 鏡

掃 除 用 流 し

カ ッ プ リ ン グ 付 横 水 栓

１１

１２

２

２

２

１

２

２

１

手 す り

１

１

１

１

１ １

１

２ ２

１

１

ベ ビ ー シ ー ト

１ １

ベ ビ ー チ ェ ア ー

１

１

１

１

１

１

水 栓 柱 １

３

１

１

１

３

１

３

１

４

４

２

２

１

１

５

１

１

１

１

３

１

ＣＯＡ－５０床 上 掃 除 口

〃 ＣＯＡ－１００

Ｔ－５Ａ－５０床 排 水 ト ラ ッ プ

１

１

１１ １

１

１

３

１

４

フレーム鏡面仕上げ・ハードタイプ

Ｌ型・樹脂被覆タイプ・φ３４・７００×７００×１２０

ロック付・樹脂被覆・７００Ｌ・φ３４

自己発電タイプ・低リップ・節水タイプ・塩ビ排水管・樹脂プラグ・その他付属品一式

樹脂被覆タイプ・φ３４

スペア付縦型タイプ・ステンレスタイプ・鍵付

スペア付横型タイプ・ステンレス製・鍵付パーツ付

フレーム式洗面器・５９０×４８０・壁排水金具・フレーム・その他付属品一式共

台付自動水栓・サーモ式１φ１００Ｖ

マーブライト・人工大理石カウンター

洗面用・人工大理石カウンター用手すり・樹脂被覆タイプφ３４

手洗器・自動水栓セット金具一式・トラップカバー付・４５０×２０５・床給水・床排水Ｓトラップ

手洗器・自動水栓・タオルバー・３００×１７５・その他付属品一式

盗難防止形耐食鏡・４５０×６００

コ ン パ ク ト オ ス ト メ イ ト 水道水仕様・Ｌタイプ（汚物流し左寄せ）・電気温水器・水石鹸入れ・その他付属品一式共

樹脂製・３００×２５０×９５０・壁固定用ねじ・床固定用取付金具

樹脂製・７８０×１３５×１１４５・壁固定用ねじ・床固定用取付金具

ホース接続差込み式・キー式

フ ッ ク ローブフック・亜鉛合金製（めっき仕上げ） ４ ２１ ７

１２

１

３

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ 品 番Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 品 番

記 号 又 は 品 番

リモデル対応・掃除口付床置床排水大便器・防露便器・フラッシュタンク式・排水ソケット・防露タンクＳＰ４９８ＢＡＹＣＦＳ４９８ＢＭＣＫＴ ＢＣ－Ｐ２０ＨＭ

ＴＣＦ５５５４ＡＵＰ

ＴＣＦ５８４０ＡＵＰＳ

ＣＷ－ＰＡ１１ＦＬ－ＮＥ

ＣＷ－ＰＡ１１ＦＬＱＥ－ＮＥ

Ｔ１１２ＣＬ１０ ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｔ

Ｔ１１２ＨＫ７Ｒ ＫＦ－４７１ＥＨ７０Ｊ

ＥＷＣ２９３ ＫＦＣ－２７７Ｔ１

ＵＦＳ９００ＷＲ Ｕ－Ａ１２ＡＰ

Ｔ１１２ＣＵ２２ ＫＦ－Ｈ７０１ＡＥＪ

ＹＨ１２１ＭＫ

ＹＨ１５０ＲＳ ＫＦ－６７Ｔ２Ｌ

ＹＫＨ２１ＷＲ ＫＦ－２８

Ｌ５２５ＲＣＵ Ｌ－２５９４－ＭＢ

ＴＬＥ２７７０２Ｊ ＡＭ－１４０Ｃ

ＭＬ６０（２０００Ｌ） ＭＢ－６０１Ｎ（２０００Ｌ）

Ｔ１１２ＣＰ５Ｓ ＢＢ－ＨＣ（５２）Ｊ

ＬＳＥ８７０ＢＳＦＲＭＲ Ｌ－Ａ７４ＵＷ２Ｂ

ＬＳＥ９０ＡＢＳＺ

ＹＭ４５６０ＦＥ ＫＦ－４５６０ＡＥ

ＵＡＳ８１ＲＤＢ２ＮＷ ＹＰＴＯＭ－Ａ２１０ＴＲＳ

ＹＫＡ２５Ｓ ＡＣ－ＯＫ－２１Ｆ

ＹＫＡ１５Ｓ ＡＣ－ＢＫ－Ｆ６２

Ｔ２８ＡＫＵＨ１３ ＬＦ－１５Ｇ－１３－ＣＶ

１３φ×９００Ｌ ステンレス製・９００Ｈ・φ１３

ＳＫ２２Ａ Ｓ－２０２Ａ ＴＫ２２・Ｔ２３ＡＥＱ２０Ｃ・ＴＮ１１４・Ｔ９Ｒ・樹脂プラグ・床排水金具Ｓトラップ

　１，陶器カラーは、カラー見本提出の上、監督員の指示によること。

温 水 洗 浄 便 座

〃

Ｐ－００２

アプリコットＰＳ２Ｋ・エコリモコンセット・参考消費電力１φ１００Ｖ４０９Ｗ・便ふたなし・擬音装置・貯湯式

アプリコットＰＡＰ２Ｋ･参考消費電力１φ１００Ｖ１２６０Ｗ･金属製プレート仕様･便ふたなし･擬音装置･瞬間式･エコリモコン



縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計

1,010 1,320 285 810 285 220 1,800 220 285 810 285 1,320 1,010 1,320
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2
0
0

1
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0

１ ６５４３２

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

ブロアー庫

エントランス

1,320

Ａ２　１／３０
Ａ３　１／４２

多目的トイレ

男子トイレ

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎
図面名称 衛生設備図－平面詳細図（改修前）

女子トイレ

Ｐ－００３

１

撤去器具リスト（男子トイレ）撤去器具リスト（女子トイレ）

撤去器具リスト（多目的トイレ）

和風便器 ３

洗面器 ２

１

１ １

和風便器

洗面器 ２

１

１

３ストール小便器

給水栓

洋風便器 １

１

３

１

２

紙巻器 ３

吸殻入れ ３

１

１

紙巻器

手すり

洗面器

化粧鏡

化粧鏡

１

撤去器具リスト（屋外）

水栓柱（９００Ｈ）

紙巻器 １

２化粧鏡

吸殻入れ ３

幼児用洗面器 １幼児用洗面器

記 号 名 称 配 管 材 料

Ｖ Ｐ

Ｖ Ｐ

汚水排水管

雑 排 水 管

硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

耐衝撃性硬質塩化ビニール管

撤去配管凡例及び配管材料リスト

記号 名　称

　本工事ではさわらない配管を示す。

凡例（改修前）

　本工事で撤去する配管を示す。

硬質塩化ビニル管 Ｖ Ｐ通 気 管

Ｈ Ｉ Ｐ

　既設配管切断の位置を示す。

　本工事で撤去する器具を示す。

給 水 管

６５

１００

２０ ２５

５０６５

Ｔ－５Ａ－５０

２
０

２０
２０

２５

２
５

５
０

２
０

２
５

５０

１００ １００

２０

２
０

２
５

７
５

４
０

４
０

２０ ２０

６５ ５０

４
０

工事概要

・男女トイレの幼児用手洗器排水、給水撤去に伴う穴埋め仮復旧は、本工事に含む。

・ＣＢ壁の配管は残置とし配管末端部は、化粧プラグ止めとする。

洗面カウンター（２０００Ｌ）

洗面カウンター（２０００Ｌ）

１

１

Ｔ－５Ａ－５０

Ｔ－５Ａ－５０

ＣＯＡ－５０

ＣＯＡ－１００

１ 床排水トラップ

床上掃除口 ２

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｃ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

床排水トラップ

１床排水トラップ

給水栓

給水栓

ＫＫ

Ｅ Ｆ ＪＥ Ｆ Ｊ

Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｂ ＡＢ ＡＢ Ａ

Ｍ

ＭＭＭ

掃除流しＧ

Ｇ

Ｈ

Ｈ Ｈ

Ｂ ＡＭ

Ｄ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ｍ

Ｍ Ｍ

ＡＣＩＩＫ Ｉ Ｊ Ｇ

Ｌ

Ｌ

３２ ３２３２３２



縮　　　尺 図　面　作　成 図　面　番　号

一級建築士

設計年月日 登録１４７６８４号

工藤誠一郎

工事名称

図面名称

工 藤 誠 一 郎 建 築 地 域 研 究 所
SEIICHIRO 　　  KUDO 　　  ARCHITECT　    & 　   ASSOCIATES

設　　計

1,010 1,320 285 810 285 220 1,800 220 285 810 285 1,320 1,010 1,320

3,650 1,380 2,240 1,380 3,650

12,300

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
0
0
0

1
,
2
9
5

6
1
0

1
,
2
9
5

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

１ ６５４３２

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

ブロアー庫

エントランス

1,320

Ａ２　１／３０
Ａ３　１／４２

75
0

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

Ｒ４阿土　福井ダム　阿南・福井　公園トイレ改修工事

〒770-0031　徳島市南佐古一番町４－１４　　 TEL 088-625-6346 　　FAX 088-656-2206　  　工藤誠一郎
衛生設備図－平面詳細図（改修後）

Ｐ－００４

１

１

１

２化粧鏡

洋風便器

新設器具リスト（女子トイレ）

２

１

紙巻器 ２

洗面器 ２

２自動水栓

手すり １

ベビーシート

掃除用流し

カップリング付横水栓

１

１

１

新設器具リスト（多目的トイレ）

１

１

１壁掛手洗器

１幼児用壁掛手洗器

化粧鏡

１オストメイト

ベビーチェアー

カップリング付横水栓

洋風便器

１

２化粧鏡

洋風便器

１

紙巻器

２自動水栓

１

１

新設器具リスト（男子トイレ）

新設器具リスト（屋外）

１

１

洗面器 ２

自動洗浄小便器 ３

手すり

１

２連紙巻器

水栓柱

６５

１００

２０ ２５

５０６５

２
０

２０

２
０

５０

１００ Ｔ－５Ａ－５０
１００

２０

２
５

４
０

４
０

２０

６５ ５０

４
０

記号 名　称

　本工事ではさわらない配管を示す。

凡例（改修後）

　既設配管と接続の位置を示す。

Ｄ

　本工事で新設する汚水配管を示す。

　本工事で新設する雑排水配管を示す。

　本工事で新設する通気配管を示す。

　床スラブダイアモンドカッター切りを示す。

　本工事で新設する給水配管を示す。

フック ２

フック

フック

４

１

ＤＤ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

２０

Ｄ

Ｄ

１００

７
５

１００

７
５

７
５

４
０

５
０

Ｄ

ＤＤ
Ｄ

Ｄ

洗面カウンター（２０００Ｌ）

洗面カウンター（２０００Ｌ）

Ｔ－５Ａ－５０
Ｔ－５Ａ－５０

ＣＯＡ－５０

ＣＯＡ－１００

床上掃除口

１床排水トラップ

１床排水トラップ

手すり

１背もたれ

１

１跳ね上げ手すり

Ｉ ＪＫＬ Ｍ

Ｄ

Ｎ

Ｇ

Ｈ

Ｏ

Ｃ

Ｐ

Ｍ

Ｔ

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｔ

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

カップリング付横水栓

Ｔ

Ｖ

Ｖ

ＩＪ Ｋ ＬＭ

Ｕ

Ｕ

ＢＡＢＡ Ｔ

Ｓ

Ｖ

Ｖ
Ｖ

ＢＡ

Ｅ

Ｅ

小便器用手すりＦ

Ｆ Ｅ Ｅ

Ｎ ＣＤ ＯＰ

Ｖ

Ｇ Ｍ

Ｒ

Ｒ

Ｑ

Ｑ Ｈ

Ｗ

Ｗ

１床排水トラップ

２

１２ １ａｃａ

ｃ

ａ ａ

ａ

Ｄ

温水洗浄便座 温水洗浄便座 温水洗浄便座

ＳＴ

Ｔ Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

３２３２

３
２

３２

３
２

２５

４０ ５０５０５０

新規コア抜き数表

給　水口　径 排　水

１００φ×１５０ｍｍ

２０φ　×１５０ｍｍ

４０φ　×１５０ｍｍ

７５φ　×１５０ｍｍ

Ｄ Ｄ５０

５０φ　×２００ｍｍ ２

１０

２

５

１


